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ご自由にお持ち下さい

平成 31 年 1月発行

当院では、 初診時に他の医療機関からの診療情報提供書 （紹介状） をお持ちで無い患者さんから選定療養費 5,400 円 （税込） を頂いております。

初診の際はできるだけ診療情報提供書をお持ちください。

2019 年 1 月 1日現在
（担当医表は予告なく変更することがあります）

●受付時間：8時 00 分～ 11 時 30 分
●休診日：毎月第 2･3･5 土曜日、日曜日 , 祝日、年末年始等
　　　　　詳しくは診療日カレンダーをご覧ください。
●予約・紹介状がないと受診できない診療科があります。
　詳しくは各外来にお問い合わせ下さい。
●救急患者さんにつきましてはこの限りではありません。

数字：週紹 ：初診時に医療機関からの診療情報提供書（紹介状）が必要です、 新 ：新患、 前 ：午前、 後 ：午後：予約制、予



　謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　昨
年
は
、
西
日
本
の
豪
雨
に
よ
る
洪
水
や
土
砂
災
害
、
強
烈
な
台

風
に
よ
る
被
害
、
大
阪
や
北
海
道
で
は
強
い
地
震
に
襲
わ
れ
、
多
く

の
犠
牲
者
、
甚
大
な
被
害
が
出
て
し
ま
い
ま
し
た
。
自
然
災
害
に
対

す
る
備
え
が
一
段
と
重
要
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
1
年
で

し
た
。
電
力
、
水
道
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
絶
た
れ
る
な
ど
、
診

療
不
能
と
な
る
事
態
は
何
と
し
て
も
避
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

災
害
に
強
い
病
院
を
目
指
し
て
、
平
時
か
ら
備
え
を
十
分
に
行
い
た

い
と
思
い
ま
す
。

　当
院
を
利
用
さ
れ
る
外
来
患
者
さ
ん
、
入
院
患
者
さ
ん
、
ま
た
、

救
急
車
で
来
ら
れ
る
患
者
さ
ん
は
昨
年
を
上
回
る
ペ
ー
ス
で
増
加
し

て
い
ま
す
。
急
性
期
医
療
（
脳
卒
中
、
心
筋
梗
塞
、
が
ん
な
ど
の
高

度
医
療
、
周
産
期
医
療
な
ど
）
を
十
分
に
ご
提
供
で
き
る
よ
う
整
備

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
入
院
時
か
ら
退
院
へ
の
支
援
、
ご
自
宅
へ
戻

ら
れ
る
支
援
に
も
さ
ら
に
取
り
組
み
、
近
隣
の
医
療
・
介
護
施
設
と

　篠
ノ
井
総
合
病
院
は
、
半
世
紀
前
の
昭
和
42
年
に
地
元
の
篠
ノ
井

や
周
辺
市
町
村
の
住
民
や
J
A
の
皆
様
の
強
い
ご
要
望
に
よ
り
30
床

5
診
療
科
、
医
師
5
名
を
含
む
職
員
総
数
37
名
と
い
う
小
さ
な
病
院

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ
の
後
患
者
数
の
増
加
と
と
も
に
増
床

を
重
ね
、
現
在
4
3
3
床
30
診
療
科
、
医
師
1
0
5
名
を
含
む
職
員

総
数
9
2
7
名
の
長
野
地
域
の
基
幹
病
院
に
発
展
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。　一

昨
年
に
創
立
50
周
年
を
迎
え
、
当
院
は
新
町
病
院
と
業
務
統
合

し
、
南
長
野
医
療
セ
ン
タ
ー
篠
ノ
井
総
合
病
院
と
し
て
新
た
な
一
歩

を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
新
町
病
院
等
へ
の
医
師
派
遣
の

実
績
が
評
価
さ
れ
、
平
成
30
年
8
月
に
は
地
域
医
療
人
材
拠
点
病
院

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
今
年
4
月
に
は
両
病
院
は
経
営
統
合

し
ま
す
。
少
子
高
齢
化
が
一
層
進
む
10
年
後
を
見
据
え
た
地
域
医
療

構
想
の
モ
デ
ル
と
な
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
篠
ノ

井
総
合
病
院
で
の
急
性
期
医
療
と
新
町
病
院
で
の
回
復
期
・
慢
性
期

を
中
心
と
し
た
医
療
が
整
え
ば
、
犀
川
よ
り
南
部
の
地
域
完
結
型
医

療
が
よ
り
効
果
的
か
つ
効
率
的
に
実
践
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
長
野
市
南
西
部
、
特
に
西
山
地
区
（
新
町
病
院
診
療
圏
域
）

の
医
療
提
供
体
制
も
堅
持
で
き
る
と
確
信
し
ま
す
。

　平
成
29
年
10
月
に
免
震
構
造
の
本
館
棟
や
駐
車
場
等
の
新
病
院
整

備
第
1
期
工
事
が
竣
工
し
ま
し
た
。
救
急
患
者
の
円
滑
な
受
け
入
れ

態
勢
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
救
急
車
の
受
け
入
れ
台
数
は
毎

年
増
え
続
け
平
成
29
年
度
は
4
6
9
2
台
と
な
り
、
県
内
で
3
番
目

に
多
い
病
院
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
30
年
4
月
か
ら
は
高
気

圧
酸
素
療
法
も
提
供
し
て
い
ま
す
。
今
年
も
長
野
市
南
部
地
域
の
急

性
期
中
核
病
院
と
し
て
、
救
急
や
手
術
な
ど
の
高
度
な
専
門
医
療
を

担
い
、
地
域
の
方
々
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　当
院
が
こ
こ
ま
で
発
展
で
き
ま
し
た
の
は
、
地
域
住
民
の
皆
様
、

地
元
J
A
、
地
元
市
町
村
な
ど
の
行
政
、
地
元
医
師
会
、
信
州
大
学

な
ど
の
関
係
大
学
の
絶
大
な
る
ご
支
持
、
ご
援
助
、
ご
指
導
あ
っ
て

の
賜
物
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
今
ま
で
行
っ
て
き
た
高
度
で
特
色

あ
る
医
療
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
時
代
に
マ
ッ
チ
し
た
医
療
を

常
に
提
供
し
、
病
院
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
患
者
本
位
の
医
療
」
を

実
践
す
る
こ
と
に
よ
り
、
患
者
満
足
度
の
高
い
病
院
を
目
指
し
ま
す

の
で
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

の
連
携
も
密
に
行
い
ま
す
。

　ま
た
昨
年
は
厚
生
連
医
療
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
。
あ
り
が
た
い
お
褒
め
の
言
葉
と
と
も
に
数
々
の
お
叱

り
も
頂
き
ま
し
た
。
ご
意
見
に
は
可
能
な
限
り
対
応
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　当
院
は
9
0
0
人
を
超
え
る
職
員
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

患
者
さ
ん
お
一
人
お
一
人
に
対
し
て
チ
ー
ム
と
し
て
安
全
で
質
の

高
い
医
療
を
提
供
で
き
る
よ
う
職
員
一
同
、
努
力
い
た
し
ま
す
。

　最
後
に
な
り
ま
し
た
が
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

統括院長

小池　健一
こいけ　　　　　 けんいち

院長

宮下　俊彦
みやした　　　　　としひこ
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地
域
の
基
幹
病
院
に
発
展
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。　一

昨
年
に
創
立
50
周
年
を
迎
え
、
当
院
は
新
町
病
院
と
業
務
統
合

し
、
南
長
野
医
療
セ
ン
タ
ー
篠
ノ
井
総
合
病
院
と
し
て
新
た
な
一
歩

を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
新
町
病
院
等
へ
の
医
師
派
遣
の

実
績
が
評
価
さ
れ
、
平
成
30
年
8
月
に
は
地
域
医
療
人
材
拠
点
病
院

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
今
年
4
月
に
は
両
病
院
は
経
営
統
合

し
ま
す
。
少
子
高
齢
化
が
一
層
進
む
10
年
後
を
見
据
え
た
地
域
医
療

構
想
の
モ
デ
ル
と
な
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
篠
ノ

井
総
合
病
院
で
の
急
性
期
医
療
と
新
町
病
院
で
の
回
復
期
・
慢
性
期

を
中
心
と
し
た
医
療
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ば
、
犀
川
よ
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南
部
の
地
域
完
結
型
医

療
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よ
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効
果
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か
つ
効
率
的
に
実
践
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
長
野
市
南
西
部
、
特
に
西
山
地
区
（
新
町
病
院
診
療
圏
域
）

の
医
療
提
供
体
制
も
堅
持
で
き
る
と
確
信
し
ま
す
。

　平
成
29
年
10
月
に
免
震
構
造
の
本
館
棟
や
駐
車
場
等
の
新
病
院
整
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第
1
期
工
事
が
竣
工
し
ま
し
た
。
救
急
患
者
の
円
滑
な
受
け
入
れ

態
勢
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と
か
ら
、
救
急
車
の
受
け
入
れ
台
数
は
毎

年
増
え
続
け
平
成
29
年
度
は
4
6
9
2
台
と
な
り
、
県
内
で
3
番
目

に
多
い
病
院
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
30
年
4
月
か
ら
は
高
気

圧
酸
素
療
法
も
提
供
し
て
い
ま
す
。
今
年
も
長
野
市
南
部
地
域
の
急

性
期
中
核
病
院
と
し
て
、
救
急
や
手
術
な
ど
の
高
度
な
専
門
医
療
を

担
い
、
地
域
の
方
々
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　当
院
が
こ
こ
ま
で
発
展
で
き
ま
し
た
の
は
、
地
域
住
民
の
皆
様
、

地
元
J
A
、
地
元
市
町
村
な
ど
の
行
政
、
地
元
医
師
会
、
信
州
大
学

な
ど
の
関
係
大
学
の
絶
大
な
る
ご
支
持
、
ご
援
助
、
ご
指
導
あ
っ
て

の
賜
物
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感
謝
し
て
お
り
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す
。
今
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高
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で
特
色
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と
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マ
ッ
チ
し
た
医
療
を

常
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し
、
病
院
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
患
者
本
位
の
医
療
」
を

実
践
す
る
こ
と
に
よ
り
、
患
者
満
足
度
の
高
い
病
院
を
目
指
し
ま
す

の
で
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

の
連
携
も
密
に
行
い
ま
す
。

　ま
た
昨
年
は
厚
生
連
医
療
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
。
あ
り
が
た
い
お
褒
め
の
言
葉
と
と
も
に
数
々
の
お
叱
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も
頂
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ま
し
た
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ご
意
見
に
は
可
能
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限
り
対
応
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
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は
9
0
0
人
を
超
え
る
職
員
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

患
者
さ
ん
お
一
人
お
一
人
に
対
し
て
チ
ー
ム
と
し
て
安
全
で
質
の

高
い
医
療
を
提
供
で
き
る
よ
う
職
員
一
同
、
努
力
い
た
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ま
す
。
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後
に
な
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ま
し
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ま
す
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今
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よ
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く
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願
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申
し
上
げ
ま
す
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新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

統括院長

小池　健一
こいけ　　　　　 けんいち

院長

宮下　俊彦
みやした　　　　　としひこ

3 2
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誰
で
も
年
を
と
る
と
も
の
忘
れ
を
す
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
私
達
の
記
憶
力
は
40
歳
を
過
ぎ

た
頃
か
ら
低
下
し
て
い
き
ま
す
。「
加
齢
に
よ
る

も
の
忘
れ
」
は
、
人
や
物
の
名
前
、
漢
字
が
出

て
こ
な
い
な
ど
忘
れ
る
範
囲
が
限
定
さ
れ
て
お

り
、
日
常
生
活
に
支
障
を
来
す
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　「
認
知
症
の
も
の
忘
れ
」
は
、
物
の
名
前
を
思

い
出
せ
な
い
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
自

分
の
体
験
そ
の
も
の
を
忘
れ
、
忘
れ
た
自
覚
は

乏
し
く
、日
常
生
活
に
支
障
を
来
し
ま
す
。
ま
た
、

徐
々
に
進
行
し
て
い
き
ま
す
。
も
の
忘
れ
以
外

に
も
、
言
い
訳
が
目
立
つ
、
日
付
が
あ
や
ふ
や

に
な
る
、
迷
子
に
な
る
、
今
ま
で
出
来
て
い
た

こ
と
が
出
来
な
く
な
る
等
が
出
て
き
ま
す(

図

１)

。
し
か
し
、
認
知
症
の
初
期
に
は
、
加
齢
に

よ
る
も
の
忘
れ
と
、
認
知
症
の
も
の
忘
れ
の
区

別
が
つ
か
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
認
知
症
と
は
、「
何
ら
か
の
原
因
で
、
後
天
的

に
認
知
機
能
（
記
憶
、判
断
、理
解
、計
算
、思
考
、

学
習
、
言
語
な
ど
を
含
む
脳
の
高
次
機
能
）
が

低
下
し
、
社
会
生
活
、
日
常
生
活
に
支
障
を
来

す
よ
う
に
な
っ
た
状
態
」
で
す
。
認
知
症
は
単

一
の
疾
患
名
で
は
な
く
、
多
様
な
原
因
で
生
じ

る
症
候
群
で
す
。

　
原
因
と
な
る
病
気
は
多
々
あ
り
ま
す
。
中
で

も
最
も
患
者
数
が
多
い
病
気
は
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
型
認
知
症
、
血
管
性
認
知
症
、
レ
ビ
ー
小

体
型
認
知
症
、
前
頭
側
頭
型
認
知
症
な
ど
で
す

（
図
２
）。
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
、
血
管

性
認
知
症
、
レ
ビ
ー
小
体
型
認
知
症
の
３
つ
を

３
大
認
知
症
と
言
い
ま
す
。
そ
こ
に
前
頭
側
頭

型
認
知
症
を
加
え
て
４
大
認
知
症
と
言
い
ま
す
。

こ
の
４
つ
の
認
知
症
で
全
体
の
８
割
を
占
め
て

い
ま
す
。
こ
の
４
つ
の
認
知
症
は
、
単
独
で
起

き
る
だ
け
で
は
な
く
、
他
の
タ
イ
プ
と
の
混
合

型
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
他
、
ア
ル
コ
ー
ル
や
薬

物
に
よ
る
中
毒
、
脳
炎
の
よ
う
な
感
染
症
、
頭

部
外
傷
な
ど
で
も
認
知
症
は
起
こ
り
ま
す
。

　
認
知
症
と
言
っ
て
も
、
原
因
と
な
る
病
気
が

何
で
あ
る
か
に
よ
っ
て
、
障
害
さ
れ
る
部
位
、

症
状
、
経
過
な
ど
が
異
な
っ
て
き
ま
す
。

　
認
知
症
は
加
齢
に
伴
い
増
え
て
い
き
ま
す
。

厚
生
労
働
省(

2
0
1
5
年
発
表
グ
ラ
フ)

に
よ

る
と
、
認
知
症
を
発
症
し
て
い
る
65
歳
以
上
の

高
齢
者
は
2
0
1
2
年
時
点
で
推
計
約
4
6
2

万
人
、
65
歳
以
上
の
約
15
％
、
さ
ら
に
認
知
症

予
備
軍
と
さ
れ
る
軽
度
認
知
障
害
（* 

M
C
I
）

の
人
が
約
13
％
で
、
4
0
0
万
人
い
る
と
言
わ

れ
ま
す
。
2
0
2
5
年
に
は
、
現
状
の
約
1.4
倍

と
な
る
6
7
5
万
人
、
高
齢
者
の
約
20
％
、
５

人
に
１
人
が
認
知
症
を
発
症
す
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
加
齢
が
認
知
症
の
危
険
因
子
の
１
つ

と
言
え
ま
す
。

　
な
お
、
認
知
症
は
高
齢
発
症
が
ほ
と
ん
ど
で

す
。
65
歳
未
満
の
発
症
は
「
若
年
性
認
知
症
」

と
呼
ば
れ
ま
す
。

* 

M
C
I
は
、
約
１
年
間
で
お
よ
そ
10
％
が
認
知

症
を
発
症
し
、
3
〜
4
年
で
半
数
近
く
が
認
知

症
に
移
行
す
る
と
い
う
研
究
報
告
が
あ
り
ま
す
。

心療内科部長

大村　慶子

■ 

そ
の
も
の
忘
れ
は
認
知
症
で
す
か
？

■ 

認
知
症
と
は
？

■ 

認
知
症
は
加
齢
に
よ
っ
て
増
え
ま
す

■認知症の基礎疾患の内訳 ■認知症のもの忘れと加齢によるもの忘れの違い

（認知症の初期の場合は区別がつかないことがあります）

【図 1】【図 2】

（
図
３
）

おおむら　　　　　　けいこ

出典｢都市部における認知症有病率と認知症の生活機能障害への対応」
（平成 23 年度～平成 24 年度）総合研究報告書

・
・
・
・

・
・
・
・

・
・
・
・

・
・
・
・

・
・
・
・
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・
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認
知
症
と
似
て
い
て
認
知
症
で
な
い
疾
患
が

あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
せ
ん
妄
（
軽
度
の
意
識

障
害
）、
う
つ
病
、
妄
想
性
障
害
、
薬
剤
性
精
神

病
な
ど
で
す
。
症
状
、
経
過
、
神
経
心
理
検
査
、

画
像
所
見
と
、
A
D
L
、
社
会
的
機
能
、
家
族

の
評
価
な
ど
を
参
考
に
し
て
鑑
別
を
行
い
ま
す
。

中
に
は
、
経
過
を
み
な
い
と
診
断
が
つ
か
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
、
レ
ビ
ー
小
体

型
認
知
症
、
前
頭
側
頭
型
認
知
症
な
ど
の
変
性

性
疾
患
の
認
知
症
、
脳
血
管
性
認
知
症
な
ど
は

治
り
ま
せ
ん
。
治
る
認
知
症
と
は
、
認
知
症
の

症
状
が
あ
る
け
れ
ど
、
原
因
疾
患
の
適
切
な
治

療
を
す
る
こ
と
で
回
復
す
る
こ
と
も
あ
る
病
気

で
す
。
例
え
ば
、
慢
性
硬
膜
下
血
腫
、
正
常
圧

水
頭
症
、
甲
状
腺
機
能
障
害
、
腎
不
全
、
肝
不
全
、

ビ
タ
ミ
ン
欠
乏
な
ど
で
す
。

　
認
知
症
の
症
状
は
必
ず
起
こ
る
「
中
核
症
状
」

と
、
中
核
症
状
に
起
因
し
て
起
こ
る
「
認
知
症

の
行
動
と
心
理
症
状
（
B
P
S
D
）」
が
あ
り
ま

す
。
B
P
S
D
は
必
ず
起
こ
る
症
状
で
は
な
く
、

環
境
要
因
、
性
格
要
因
、
身
体
要
因
な
ど
の
要

因
で
起
こ
り
ま
す
。
B
P
S
D
は
、場
合
に
よ
っ

て
は
中
核
症
状
以
上
に
介
護
困
難
を
来
す
大
き

な
要
因
に
な
り
ま
す
。

　
中
核
症
状
と
B
P
S
D
は
、
認
知
症
の
タ
イ

プ
に
よ
っ
て
目
立
つ
症
状
が
異
な
り
ま
す
。

　 

中
核
症
状

　
中
核
症
状
と
は
、
認
知
症
の
直
接
の
原
因
に

関
係
し
て
起
こ
る
症
状
、
つ
ま
り
脳
萎
縮
、
損

傷
や
変
性
に
よ
り
脳
の
神
経
細
胞
が
ダ
メ
ー
ジ

を
受
け
た
こ
と
で
認
知
機
能
が
障
害
さ
れ
て
現

れ
る
症
状
で
す
。
中
核
症
状
は
、
記
憶
障
害
、

見
当
識
障
害
、
実
行
機
能
障
害
、
理
解
・
判
断

力
障
害
、
失
行
、
失
認
、
失
語
な
ど
で
す
。

① 

記
憶
障
害

　
古
い
こ
と
は
覚
え
て
い
て
も
、
新
し
い
こ
と

は
覚
え
ら
れ
な
い
、
自
分
が
体
験
し
た
こ
と
自

体
を
忘
れ
る
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
具
体

的
に
は
、
自
分
が
今
話
し
た
こ
と
を
忘
れ
て
何

度
も
同
じ
こ
と
を
言
う
、
聞
い
た
こ
と
を
忘
れ

て
何
度
も
同
じ
こ
と
を
聞
く
、
今
し
た
こ
と
を

忘
れ
て
何
度
も
同
じ
こ
と
を
す
る
、
火
の
消
し

忘
れ
、
同
じ
物
を
何
個
も
買
う
、
薬
を
飲
ん
だ

こ
と
を
忘
れ
る
等
で
す
。

② 

見
当
識
障
害

　
時
間
、
場
所
、
周
囲
の
状
況
に
つ
い
て
正
し

く
認
識
す
る
機
能
の
こ
と
を
見
当
識
障
害
と
言

い
ま
す
。
認
知
症
に
な
る
と
、
こ
の
見
当
識
に

障
害
が
起
こ
り
ま
す
。
年
月
日
、
時
間
、
季
節

が
認
識
で
き
な
い
こ
と
を
「
時
間
の
見
当
識
障

害
」、
自
分
が
現
在
い
る
場
所
、
目
的
地
と
の
位

置
関
係
が
認
識
で
き
な
い
こ
と
を
「
場
所
の
見

当
識
障
害
」、
日
常
的
に
接
し
て
い
る
人
、
家
族
、

親
し
い
人
を
認
識
で
き
な
い
こ
と
を
「
人
物
の

見
当
識
障
害
」と
言
い
ま
す
。ほ
と
ん
ど
の
場
合
、

時
間
の
見
当
識
障
害
、
場
所
の
見
当
識
障
害
、

人
物
の
見
当
識
障
害
の
順
に
起
こ
っ
て
き
ま
す
。

現
れ
方
は
、
認
知
症
の
原
因
に
よ
っ
て
変
わ
り

ま
す
。
例
え
ば
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症

の
場
合
は
、
記
憶
障
害
と
並
行
し
て
見
当
識
障

害
が
進
行
す
る
こ
と
が
多
く
、
レ
ビ
ー
小
体
型

認
知
症
の
場
合
は
、
初
期
に
は
、
あ
ま
り
目
立

ち
ま
せ
ん
。

③ 

実
行
機
能
障
害

　
目
的
を
持
っ
た
一
連
の
行
動
を
計
画
、
開
始
、

維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
機
能
の
こ
と
を
実
行

機
能
と
言
い
、
こ
の
機
能
に
障
害
が
起
こ
る
と
、

料
理
、
買
い
物
、
掃
除
な
ど
日
常
生
活
動
作
や

手
順
が
分
か
ら
な
く
な
り
、
段
取
り
よ
く
進
め

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
料

理
が
得
意
だ
っ
た
人
が
、
料
理
の
味
付
け
が
変

化
し
た
り
、
出
来
な
く
な
っ
て
き
た
り
し
ま
す
。

④ 

理
解
・
判
断
力
低
下

　
物
事
を
理
解
し
、
正
し
い
判
断
を
す
る
こ
と

が
出
来
な
く
な
る
の
が
理
解
、
判
断
力
障
害
で

す
。
記
憶
障
害
や
実
行
機
能
障
害
と
関
係
し
て

起
こ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
信
号
が

「
赤
」な
の
に
渡
っ
て
し
ま
う
、真
夏
に
セ
ー
タ
ー

を
着
た
り
、
寒
い
の
に
半
袖
を
着
て
し
ま
う
、

必
要
な
物
を
必
要
な
だ
け
買
う
こ
と
が
出
来
な

い
、
い
つ
も
買
っ
て
い
る
牛
乳
が
売
り
切
れ
の

時
、
他
の
ブ
ラ
ン
ド
の
物
で
間
に
合
わ
せ
る
こ

と
が
で
き
な
い（
急
な
変
化
に
対
応
で
き
な
い
）、

１
度
に
２
つ
の
こ
と
が
で
き
な
い
等
で
す
。

⑤ 

失
行
・
失
認
・
失
語

　
失
行
と
は
、
手
足
は
動
く
の
に
簡
単
な
日
常

生
活
動
作
が
出
来
な
く
な
る
こ
と
で
す
。
例
え

ば
、
ス
プ
ー
ン
や
箸
が
使
え
な
い
、
服
が
着
ら

れ
な
い
な
ど
で
す
。
失
認
と
は
見
え
た
り
聞
こ

え
て
い
て
も
理
解
で
き
な
く
な
る
こ
と
で
す
。

具
体
的
に
は
、
ゴ
ミ
箱
が
わ
か
ら
な
い
、
便
器

が
わ
か
ら
な
い
、
石
鹸
を
食
べ
物
と
思
う
等
で

す
。
失
語
と
は
、
言
葉
の
理
解
が
で
き
な
い
、

言
葉
が
出
な
く
な
る
な
ど
で
す
。

　 

認
知
症
の
行
動
と
心
理
症
状
（
B
P
S
D
）

　
行
動
症
状
と
心
理
症
状
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

行
動
症
状
で
は
、
患
者
さ
ん
の
観
察
に
よ
っ
て

明
ら
か
に
さ
れ
ま
す
。
攻
撃
的
行
動
、
叫
声
、

不
穏
、
焦
燥
、・
・
・
。
心
理
症
状
は
、
不
安
、

抑
う
つ
、
幻
覚
、
妄
想
な
ど
で
す
。

　
中
核
症
状
の
悪
化
に
伴
い
、
あ
る
B
P
S
D

が
出
現
し
、
中
核
症
状
が
さ
ら
に
悪
化
す
る
と

そ
の
B
P
S
D
は
消
失
し
ま
す
。
つ
ま
り
、
中

核
症
状
の
程
度
に
よ
り
、
B
P
S
D
の
症
状
も

変
化
す
る
の
で
す
。
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知

症
の
場
合
を
図
５
に
示
し
ま
し
た
。

　
例
え
ば
、
物
盗
ら
れ
妄
想
は
よ
く
あ
る

B
P
S
D
で
す
。
財
布
を
自
分
で
し
ま
っ
て
お

い
て
、
ど
こ
に
し
ま
っ
た
の
か
忘
れ
、
見
つ
か

ら
な
い
と
自
分
で
探
そ
う
と
は
し
な
い
で
「
誰

か
が
盗
っ
た
」
と
思
い
込
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

物
を
し
ま
う
こ
と
が
出
来
る
、
お
金
の
価
値
が

わ
か
る
状
態
の
時
に
起
こ
り
ま
す
。
症
状
が
進

行
し
て
、
物
を
し
ま
え
な
く
な
る
、
お
金
の
価

値
が
わ
か
ら
な
く
な
る
と
物
盗
ら
れ
妄
想
は
消

え
て
い
き
ま
す
。

■ 

認
知
症
と
鑑
別
が
必
要
な
疾
患

■ 

治
る
認
知
症
と
は
？

■ 

認
知
症
の
症
状

■中核症状と BPSD

■年齢別認知症患者の割合【図 3】

【図 4】

（
図
４
）

1 

出典｢都市部における認知症有病率と認知症の生活機能障害への対応」（平成 23 年度～平成 24 年度）総合研究報告書
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認
知
症
と
似
て
い
て
認
知
症
で
な
い
疾
患
が

あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
せ
ん
妄
（
軽
度
の
意
識

障
害
）、
う
つ
病
、
妄
想
性
障
害
、
薬
剤
性
精
神

病
な
ど
で
す
。
症
状
、
経
過
、
神
経
心
理
検
査
、

画
像
所
見
と
、
A
D
L
、
社
会
的
機
能
、
家
族

の
評
価
な
ど
を
参
考
に
し
て
鑑
別
を
行
い
ま
す
。

中
に
は
、
経
過
を
み
な
い
と
診
断
が
つ
か
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
、
レ
ビ
ー
小
体

型
認
知
症
、
前
頭
側
頭
型
認
知
症
な
ど
の
変
性

性
疾
患
の
認
知
症
、
脳
血
管
性
認
知
症
な
ど
は

治
り
ま
せ
ん
。
治
る
認
知
症
と
は
、
認
知
症
の

症
状
が
あ
る
け
れ
ど
、
原
因
疾
患
の
適
切
な
治

療
を
す
る
こ
と
で
回
復
す
る
こ
と
も
あ
る
病
気

で
す
。
例
え
ば
、
慢
性
硬
膜
下
血
腫
、
正
常
圧

水
頭
症
、
甲
状
腺
機
能
障
害
、
腎
不
全
、
肝
不
全
、

ビ
タ
ミ
ン
欠
乏
な
ど
で
す
。

　
認
知
症
の
症
状
は
必
ず
起
こ
る
「
中
核
症
状
」

と
、
中
核
症
状
に
起
因
し
て
起
こ
る
「
認
知
症

の
行
動
と
心
理
症
状
（
B
P
S
D
）」
が
あ
り
ま

す
。
B
P
S
D
は
必
ず
起
こ
る
症
状
で
は
な
く
、

環
境
要
因
、
性
格
要
因
、
身
体
要
因
な
ど
の
要

因
で
起
こ
り
ま
す
。
B
P
S
D
は
、場
合
に
よ
っ

て
は
中
核
症
状
以
上
に
介
護
困
難
を
来
す
大
き

な
要
因
に
な
り
ま
す
。

　
中
核
症
状
と
B
P
S
D
は
、
認
知
症
の
タ
イ

プ
に
よ
っ
て
目
立
つ
症
状
が
異
な
り
ま
す
。

　 

中
核
症
状

　
中
核
症
状
と
は
、
認
知
症
の
直
接
の
原
因
に

関
係
し
て
起
こ
る
症
状
、
つ
ま
り
脳
萎
縮
、
損

傷
や
変
性
に
よ
り
脳
の
神
経
細
胞
が
ダ
メ
ー
ジ

を
受
け
た
こ
と
で
認
知
機
能
が
障
害
さ
れ
て
現

れ
る
症
状
で
す
。
中
核
症
状
は
、
記
憶
障
害
、

見
当
識
障
害
、
実
行
機
能
障
害
、
理
解
・
判
断

力
障
害
、
失
行
、
失
認
、
失
語
な
ど
で
す
。

① 

記
憶
障
害

　
古
い
こ
と
は
覚
え
て
い
て
も
、
新
し
い
こ
と

は
覚
え
ら
れ
な
い
、
自
分
が
体
験
し
た
こ
と
自

体
を
忘
れ
る
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
具
体

的
に
は
、
自
分
が
今
話
し
た
こ
と
を
忘
れ
て
何

度
も
同
じ
こ
と
を
言
う
、
聞
い
た
こ
と
を
忘
れ

て
何
度
も
同
じ
こ
と
を
聞
く
、
今
し
た
こ
と
を

忘
れ
て
何
度
も
同
じ
こ
と
を
す
る
、
火
の
消
し

忘
れ
、
同
じ
物
を
何
個
も
買
う
、
薬
を
飲
ん
だ

こ
と
を
忘
れ
る
等
で
す
。

② 

見
当
識
障
害

　
時
間
、
場
所
、
周
囲
の
状
況
に
つ
い
て
正
し

く
認
識
す
る
機
能
の
こ
と
を
見
当
識
障
害
と
言

い
ま
す
。
認
知
症
に
な
る
と
、
こ
の
見
当
識
に

障
害
が
起
こ
り
ま
す
。
年
月
日
、
時
間
、
季
節

が
認
識
で
き
な
い
こ
と
を
「
時
間
の
見
当
識
障

害
」、
自
分
が
現
在
い
る
場
所
、
目
的
地
と
の
位

置
関
係
が
認
識
で
き
な
い
こ
と
を
「
場
所
の
見

当
識
障
害
」、
日
常
的
に
接
し
て
い
る
人
、
家
族
、

親
し
い
人
を
認
識
で
き
な
い
こ
と
を
「
人
物
の

見
当
識
障
害
」と
言
い
ま
す
。ほ
と
ん
ど
の
場
合
、

時
間
の
見
当
識
障
害
、
場
所
の
見
当
識
障
害
、

人
物
の
見
当
識
障
害
の
順
に
起
こ
っ
て
き
ま
す
。

現
れ
方
は
、
認
知
症
の
原
因
に
よ
っ
て
変
わ
り

ま
す
。
例
え
ば
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症

の
場
合
は
、
記
憶
障
害
と
並
行
し
て
見
当
識
障

害
が
進
行
す
る
こ
と
が
多
く
、
レ
ビ
ー
小
体
型

認
知
症
の
場
合
は
、
初
期
に
は
、
あ
ま
り
目
立

ち
ま
せ
ん
。

③ 

実
行
機
能
障
害

　
目
的
を
持
っ
た
一
連
の
行
動
を
計
画
、
開
始
、

維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
機
能
の
こ
と
を
実
行

機
能
と
言
い
、
こ
の
機
能
に
障
害
が
起
こ
る
と
、

料
理
、
買
い
物
、
掃
除
な
ど
日
常
生
活
動
作
や

手
順
が
分
か
ら
な
く
な
り
、
段
取
り
よ
く
進
め

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
料

理
が
得
意
だ
っ
た
人
が
、
料
理
の
味
付
け
が
変

化
し
た
り
、
出
来
な
く
な
っ
て
き
た
り
し
ま
す
。

④ 

理
解
・
判
断
力
低
下

　
物
事
を
理
解
し
、
正
し
い
判
断
を
す
る
こ
と

が
出
来
な
く
な
る
の
が
理
解
、
判
断
力
障
害
で

す
。
記
憶
障
害
や
実
行
機
能
障
害
と
関
係
し
て

起
こ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
信
号
が

「
赤
」な
の
に
渡
っ
て
し
ま
う
、真
夏
に
セ
ー
タ
ー

を
着
た
り
、
寒
い
の
に
半
袖
を
着
て
し
ま
う
、

必
要
な
物
を
必
要
な
だ
け
買
う
こ
と
が
出
来
な

い
、
い
つ
も
買
っ
て
い
る
牛
乳
が
売
り
切
れ
の

時
、
他
の
ブ
ラ
ン
ド
の
物
で
間
に
合
わ
せ
る
こ

と
が
で
き
な
い（
急
な
変
化
に
対
応
で
き
な
い
）、

１
度
に
２
つ
の
こ
と
が
で
き
な
い
等
で
す
。

⑤ 

失
行
・
失
認
・
失
語

　
失
行
と
は
、
手
足
は
動
く
の
に
簡
単
な
日
常

生
活
動
作
が
出
来
な
く
な
る
こ
と
で
す
。
例
え

ば
、
ス
プ
ー
ン
や
箸
が
使
え
な
い
、
服
が
着
ら

れ
な
い
な
ど
で
す
。
失
認
と
は
見
え
た
り
聞
こ

え
て
い
て
も
理
解
で
き
な
く
な
る
こ
と
で
す
。

具
体
的
に
は
、
ゴ
ミ
箱
が
わ
か
ら
な
い
、
便
器

が
わ
か
ら
な
い
、
石
鹸
を
食
べ
物
と
思
う
等
で

す
。
失
語
と
は
、
言
葉
の
理
解
が
で
き
な
い
、

言
葉
が
出
な
く
な
る
な
ど
で
す
。

　 

認
知
症
の
行
動
と
心
理
症
状
（
B
P
S
D
）

　
行
動
症
状
と
心
理
症
状
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

行
動
症
状
で
は
、
患
者
さ
ん
の
観
察
に
よ
っ
て

明
ら
か
に
さ
れ
ま
す
。
攻
撃
的
行
動
、
叫
声
、

不
穏
、
焦
燥
、・
・
・
。
心
理
症
状
は
、
不
安
、

抑
う
つ
、
幻
覚
、
妄
想
な
ど
で
す
。

　
中
核
症
状
の
悪
化
に
伴
い
、
あ
る
B
P
S
D

が
出
現
し
、
中
核
症
状
が
さ
ら
に
悪
化
す
る
と

そ
の
B
P
S
D
は
消
失
し
ま
す
。
つ
ま
り
、
中

核
症
状
の
程
度
に
よ
り
、
B
P
S
D
の
症
状
も

変
化
す
る
の
で
す
。
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知

症
の
場
合
を
図
５
に
示
し
ま
し
た
。

　
例
え
ば
、
物
盗
ら
れ
妄
想
は
よ
く
あ
る

B
P
S
D
で
す
。
財
布
を
自
分
で
し
ま
っ
て
お

い
て
、
ど
こ
に
し
ま
っ
た
の
か
忘
れ
、
見
つ
か

ら
な
い
と
自
分
で
探
そ
う
と
は
し
な
い
で
「
誰

か
が
盗
っ
た
」
と
思
い
込
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

物
を
し
ま
う
こ
と
が
出
来
る
、
お
金
の
価
値
が

わ
か
る
状
態
の
時
に
起
こ
り
ま
す
。
症
状
が
進

行
し
て
、
物
を
し
ま
え
な
く
な
る
、
お
金
の
価

値
が
わ
か
ら
な
く
な
る
と
物
盗
ら
れ
妄
想
は
消

え
て
い
き
ま
す
。

■ 

認
知
症
と
鑑
別
が
必
要
な
疾
患

■ 

治
る
認
知
症
と
は
？

■ 

認
知
症
の
症
状

■中核症状と BPSD

■年齢別認知症患者の割合【図 3】

【図 4】

（
図
４
）

1 

出典｢都市部における認知症有病率と認知症の生活機能障害への対応」（平成 23 年度～平成 24 年度）総合研究報告書



9 8

　
認
知
症
の
症
状
は
必
ず
起
こ
る
「
中
核
症
状
」

と
、
中
核
症
状
に
起
因
し
て
起
こ
る
「
認
知
症

の
行
動
と
心
理
症
状
（
B
P
S
D
）」
が
あ
り
ま

す
。
B
P
S
D
は
必
ず
起
こ
る
症
状
で
は
な
く
、

環
境
要
因
、
性
格
要
因
、
身
体
要
因
な
ど
の
要

因
で
起
こ
り
ま
す
。
B
P
S
D
は
、場
合
に
よ
っ

て
は
中
核
症
状
以
上
に
介
護
困
難
を
来
す
大
き

な
要
因
に
な
り
ま
す
。

　
中
核
症
状
と
B
P
S
D
は
、
認
知
症
の
タ
イ

プ
に
よ
っ
て
目
立
つ
症
状
が
異
な
り
ま
す
。

　 

中
核
症
状

　
中
核
症
状
と
は
、
認
知
症
の
直
接
の
原
因
に

関
係
し
て
起
こ
る
症
状
、
つ
ま
り
脳
萎
縮
、
損

傷
や
変
性
に
よ
り
脳
の
神
経
細
胞
が
ダ
メ
ー
ジ

を
受
け
た
こ
と
で
認
知
機
能
が
障
害
さ
れ
て
現

れ
る
症
状
で
す
。
中
核
症
状
は
、
記
憶
障
害
、

見
当
識
障
害
、
実
行
機
能
障
害
、
理
解
・
判
断

力
障
害
、
失
行
、
失
認
、
失
語
な
ど
で
す
。

① 

記
憶
障
害

　
古
い
こ
と
は
覚
え
て
い
て
も
、
新
し
い
こ
と

は
覚
え
ら
れ
な
い
、
自
分
が
体
験
し
た
こ
と
自

体
を
忘
れ
る
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
具
体

的
に
は
、
自
分
が
今
話
し
た
こ
と
を
忘
れ
て
何

度
も
同
じ
こ
と
を
言
う
、
聞
い
た
こ
と
を
忘
れ

て
何
度
も
同
じ
こ
と
を
聞
く
、
今
し
た
こ
と
を

忘
れ
て
何
度
も
同
じ
こ
と
を
す
る
、
火
の
消
し

忘
れ
、
同
じ
物
を
何
個
も
買
う
、
薬
を
飲
ん
だ

こ
と
を
忘
れ
る
等
で
す
。

② 

見
当
識
障
害

　
時
間
、
場
所
、
周
囲
の
状
況
に
つ
い
て
正
し

く
認
識
す
る
機
能
の
こ
と
を
見
当
識
障
害
と
言

い
ま
す
。
認
知
症
に
な
る
と
、
こ
の
見
当
識
に

障
害
が
起
こ
り
ま
す
。
年
月
日
、
時
間
、
季
節

が
認
識
で
き
な
い
こ
と
を
「
時
間
の
見
当
識
障

害
」、
自
分
が
現
在
い
る
場
所
、
目
的
地
と
の
位

置
関
係
が
認
識
で
き
な
い
こ
と
を
「
場
所
の
見

当
識
障
害
」、
日
常
的
に
接
し
て
い
る
人
、
家
族
、

親
し
い
人
を
認
識
で
き
な
い
こ
と
を
「
人
物
の

見
当
識
障
害
」と
言
い
ま
す
。ほ
と
ん
ど
の
場
合
、

時
間
の
見
当
識
障
害
、
場
所
の
見
当
識
障
害
、

人
物
の
見
当
識
障
害
の
順
に
起
こ
っ
て
き
ま
す
。

現
れ
方
は
、
認
知
症
の
原
因
に
よ
っ
て
変
わ
り

ま
す
。
例
え
ば
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症

の
場
合
は
、
記
憶
障
害
と
並
行
し
て
見
当
識
障

害
が
進
行
す
る
こ
と
が
多
く
、
レ
ビ
ー
小
体
型

認
知
症
の
場
合
は
、
初
期
に
は
、
あ
ま
り
目
立

ち
ま
せ
ん
。

③ 

実
行
機
能
障
害

　
目
的
を
持
っ
た
一
連
の
行
動
を
計
画
、
開
始
、

維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
機
能
の
こ
と
を
実
行

機
能
と
言
い
、
こ
の
機
能
に
障
害
が
起
こ
る
と
、

料
理
、
買
い
物
、
掃
除
な
ど
日
常
生
活
動
作
や

手
順
が
分
か
ら
な
く
な
り
、
段
取
り
よ
く
進
め

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
料

理
が
得
意
だ
っ
た
人
が
、
料
理
の
味
付
け
が
変

化
し
た
り
、
出
来
な
く
な
っ
て
き
た
り
し
ま
す
。

④ 

理
解
・
判
断
力
低
下

　
物
事
を
理
解
し
、
正
し
い
判
断
を
す
る
こ
と

が
出
来
な
く
な
る
の
が
理
解
、
判
断
力
障
害
で

す
。
記
憶
障
害
や
実
行
機
能
障
害
と
関
係
し
て

起
こ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
信
号
が

「
赤
」な
の
に
渡
っ
て
し
ま
う
、真
夏
に
セ
ー
タ
ー

を
着
た
り
、
寒
い
の
に
半
袖
を
着
て
し
ま
う
、

必
要
な
物
を
必
要
な
だ
け
買
う
こ
と
が
出
来
な

い
、
い
つ
も
買
っ
て
い
る
牛
乳
が
売
り
切
れ
の

時
、
他
の
ブ
ラ
ン
ド
の
物
で
間
に
合
わ
せ
る
こ

と
が
で
き
な
い（
急
な
変
化
に
対
応
で
き
な
い
）、

１
度
に
２
つ
の
こ
と
が
で
き
な
い
等
で
す
。

⑤ 

失
行
・
失
認
・
失
語

　
失
行
と
は
、
手
足
は
動
く
の
に
簡
単
な
日
常

生
活
動
作
が
出
来
な
く
な
る
こ
と
で
す
。
例
え

ば
、
ス
プ
ー
ン
や
箸
が
使
え
な
い
、
服
が
着
ら

れ
な
い
な
ど
で
す
。
失
認
と
は
見
え
た
り
聞
こ

え
て
い
て
も
理
解
で
き
な
く
な
る
こ
と
で
す
。

具
体
的
に
は
、
ゴ
ミ
箱
が
わ
か
ら
な
い
、
便
器

が
わ
か
ら
な
い
、
石
鹸
を
食
べ
物
と
思
う
等
で

す
。
失
語
と
は
、
言
葉
の
理
解
が
で
き
な
い
、

言
葉
が
出
な
く
な
る
な
ど
で
す
。

　 
認
知
症
の
行
動
と
心
理
症
状
（
B
P
S
D
）

　
行
動
症
状
と
心
理
症
状
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

行
動
症
状
で
は
、
患
者
さ
ん
の
観
察
に
よ
っ
て

明
ら
か
に
さ
れ
ま
す
。
攻
撃
的
行
動
、
叫
声
、

不
穏
、
焦
燥
、・
・
・
。
心
理
症
状
は
、
不
安
、

抑
う
つ
、
幻
覚
、
妄
想
な
ど
で
す
。

　
中
核
症
状
の
悪
化
に
伴
い
、
あ
る
B
P
S
D

が
出
現
し
、
中
核
症
状
が
さ
ら
に
悪
化
す
る
と

そ
の
B
P
S
D
は
消
失
し
ま
す
。
つ
ま
り
、
中

核
症
状
の
程
度
に
よ
り
、
B
P
S
D
の
症
状
も

変
化
す
る
の
で
す
。
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知

症
の
場
合
を
図
５
に
示
し
ま
し
た
。

　
例
え
ば
、
物
盗
ら
れ
妄
想
は
よ
く
あ
る

B
P
S
D
で
す
。
財
布
を
自
分
で
し
ま
っ
て
お

い
て
、
ど
こ
に
し
ま
っ
た
の
か
忘
れ
、
見
つ
か

ら
な
い
と
自
分
で
探
そ
う
と
は
し
な
い
で
「
誰

か
が
盗
っ
た
」
と
思
い
込
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

物
を
し
ま
う
こ
と
が
出
来
る
、
お
金
の
価
値
が

わ
か
る
状
態
の
時
に
起
こ
り
ま
す
。
症
状
が
進

行
し
て
、
物
を
し
ま
え
な
く
な
る
、
お
金
の
価

値
が
わ
か
ら
な
く
な
る
と
物
盗
ら
れ
妄
想
は
消

え
て
い
き
ま
す
。

　
認
知
症
は
、
あ
る
日
突
然
始
ま
る
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
徐
々
に
進
行
し
て
い
き
ま
す
。

　
軽
度
の
段
階
で
は
、
自
分
で
自
分
の
身
の
回

り
の
こ
と
（
着
替
え
、
身
繕
い
、
食
事
、
入
浴
、

排
泄
等
）
を
自
立
し
て
行
う
こ
と
は
で
き
ま
す

が
、
食
事
の
支
度
、
買
い
物
、
家
事
、
服
薬
管
理
、

金
銭
管
理
な
ど
に
支
障
が
出
て
き
ま
す
。
中
等

　「
認
知
症
の
方
が
本
人
ら
し
い
生
活
を
送
れ
る

よ
う
に
」、「
認
知
症
の
方
と
家
族
の
方
が
穏
や

か
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
」
治
療
を
行
い
ま
す
。

そ
の
時
々
の
症
状
の
段
階
を
正
し
く
把
握
し
な

が
ら
、
治
療
薬
と
ケ
ア
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
な
ど

を
使
い
分
け
、
治
療
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

　
認
知
症
の
治
療
に
は
、
薬
物
療
法
と
非
薬
物

療
法
が
あ
り
ま
す
。

　
薬
物
療
法
で
は
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知

症
に
は
、
現
在
４
種
類
の
治
療
薬
、
レ
ビ
ー
小

体
型
認
知
症
に
は
１
種
類
の
治
療
薬
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
薬
は
い
ず
れ
も
治
す
薬
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
症
状
の
進
行
を
緩
徐
に
す
る
薬
で
す
。

　
B
P
S
D
に
対
し
て
は
、ま
ず
、適
切
な
ケ
ア
、

環
境
調
整
な
ど
を
行
い
ま
す
。
そ
れ
で
改
善
し

な
い
場
合
に
限
り
向
精
神
薬
の
治
療
を
行
い
ま

す
。
薬
の
使
用
に
あ
た
っ
て
は
、
副
作
用
に
注

意
し
な
が
ら
慎
重
に
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
非
薬
物
療
法
は
、
脳
を
活
性
化
し
て
残
っ
て

い
る
認
知
機
能
や
生
活
能
力
を
高
め
る
効
果
が

期
待
で
き
ま
す
。
主
に
、
回
想
法
、
音
楽
療
法
、

芸
術
療
法
、
園
芸
療
法
、
認
知
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
、
リ
ア
リ
テ
ィ
・
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、

運
動
療
法
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
認
知
症
は
、
早
期
発
見
、
早
期
治
療
が
重
要

で
す
。
し
か
し
、
家
族
が
認
知
症
の
初
期
症
状

に
気
が
付
い
て
も
、
受
診
す
る
ま
で
に
２
年
以

上
か
か
っ
て
い
る
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。

認
知
症
の
初
期
は
、
家
族
が
「
最
近
様
子
が
お

か
し
い
、
認
知
症
？
」
と
感
じ
る
時
を
見
逃
さ

な
い
こ
と
が
大
事
で
す
。「
年
の
せ
い
」
と
放
置

し
な
い
で
、
か
か
り
つ
け
医
に
相
談
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

■ 

認
知
症
の
程
度

■ 

認
知
症
の
治
療

■ 

早
期
発
見
の
た
め
に

　
ま
た
、
本
人
自
身
も
、
も
の
忘
れ
を
自
覚
し
、

今
ま
で
の
よ
う
に
物
事
が
出
来
な
く
な
り
、
何

か
お
か
し
い
と
感
じ
て
不
安
に
な
り
ま
す
。
本

人
の
訴
え
が
あ
っ
た
ら
、「
年
の
せ
い
」
と
片
付

け
ず
、
耳
を
傾
け
ま
し
ょ
う
。

　
早
期
発
見
の
た
め
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
（
図

７
）
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

●もの忘れがひどい
　□1 今切ったばかりなのに、電話の相手の名前を忘れる
　□2 同じことを何度も言う・問う・する
　□3 しまい忘れ置き忘れが増え、いつも探し物をしている
　□4 財布・通帳・衣類などを盗まれたと人を疑う

●判断・理解力が衰える
　□5 料理・片付け・計算・運転などのミスが多くなった
　□6 新しいことが覚えられない
　□7 話のつじつまが合わない
　□8 テレビ番組の内容が理解できなくなった

●時間・場所がわからない
　□9 約束の日時や場所を間違えるようになった
　□10 慣れた道でも迷うことがある

●人柄が変わる
　□11 些細なことで怒りっぽくなった
　□12 周りへの気づかいがなくなり頑固になった
　□13 自分の失敗を人のせいにする
　□14 「このごろ様子がおかしい」と周囲から言われた

●不安感が強い
　□15 ひとりになると怖がったり寂しがったりする
　□16 外出時、持ち物を何度も確かめる
　□17 「頭が変になった」と本人が訴える

●意欲がなくなる
　□18 下着を替えず、身だしなみを構わなくなった
　□19 趣味や好きなテレビ番組に興味を示さなくなった
　□20 ふさぎ込んで何をするのも億劫がりいやがる

日常の暮らしの中で、認知症ではないかと思われる言動を、「家族の会」の会員の経験
からまとめたものです。医学的な診断基準ではありませんが、暮らしの中での目安とし
て参考にしてください。
いくつか思い当たることがあれば、一応専門家に相談してみることがよいでしょう。

出典 / 公益社団法人認知症の人と家族の会

■認知症早期発見のためのチェックリスト
様々な認知症チェックリストがあるうちのひとつ

【図 6】

【図 7】

2

■アルツハイマー型認知症の経過の概要

■家庭で見られるアルツハイマー型認知症の症状

図
６

【図 5】

度
に
な
る
と
、
自
分
の
身
の
回
り
の
こ
と
が
一

部
で
き
な
く
な
り
、
介
助
が
必
要
に
な
っ
て
き

ま
す
。
高
度
で
は
、
自
分
の
身
の
回
り
の
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
、
全
て
に
お
い
て
介
助
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

西川　隆 .: 神経内科 . 72（Suppl.6): 277-283, 2010.
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認
知
症
の
症
状
は
必
ず
起
こ
る
「
中
核
症
状
」

と
、
中
核
症
状
に
起
因
し
て
起
こ
る
「
認
知
症

の
行
動
と
心
理
症
状
（
B
P
S
D
）」
が
あ
り
ま

す
。
B
P
S
D
は
必
ず
起
こ
る
症
状
で
は
な
く
、

環
境
要
因
、
性
格
要
因
、
身
体
要
因
な
ど
の
要

因
で
起
こ
り
ま
す
。
B
P
S
D
は
、場
合
に
よ
っ

て
は
中
核
症
状
以
上
に
介
護
困
難
を
来
す
大
き

な
要
因
に
な
り
ま
す
。

　
中
核
症
状
と
B
P
S
D
は
、
認
知
症
の
タ
イ

プ
に
よ
っ
て
目
立
つ
症
状
が
異
な
り
ま
す
。

　 

中
核
症
状

　
中
核
症
状
と
は
、
認
知
症
の
直
接
の
原
因
に

関
係
し
て
起
こ
る
症
状
、
つ
ま
り
脳
萎
縮
、
損

傷
や
変
性
に
よ
り
脳
の
神
経
細
胞
が
ダ
メ
ー
ジ

を
受
け
た
こ
と
で
認
知
機
能
が
障
害
さ
れ
て
現

れ
る
症
状
で
す
。
中
核
症
状
は
、
記
憶
障
害
、

見
当
識
障
害
、
実
行
機
能
障
害
、
理
解
・
判
断

力
障
害
、
失
行
、
失
認
、
失
語
な
ど
で
す
。

① 

記
憶
障
害

　
古
い
こ
と
は
覚
え
て
い
て
も
、
新
し
い
こ
と

は
覚
え
ら
れ
な
い
、
自
分
が
体
験
し
た
こ
と
自

体
を
忘
れ
る
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
具
体

的
に
は
、
自
分
が
今
話
し
た
こ
と
を
忘
れ
て
何

度
も
同
じ
こ
と
を
言
う
、
聞
い
た
こ
と
を
忘
れ

て
何
度
も
同
じ
こ
と
を
聞
く
、
今
し
た
こ
と
を

忘
れ
て
何
度
も
同
じ
こ
と
を
す
る
、
火
の
消
し

忘
れ
、
同
じ
物
を
何
個
も
買
う
、
薬
を
飲
ん
だ

こ
と
を
忘
れ
る
等
で
す
。

② 

見
当
識
障
害

　
時
間
、
場
所
、
周
囲
の
状
況
に
つ
い
て
正
し

く
認
識
す
る
機
能
の
こ
と
を
見
当
識
障
害
と
言

い
ま
す
。
認
知
症
に
な
る
と
、
こ
の
見
当
識
に

障
害
が
起
こ
り
ま
す
。
年
月
日
、
時
間
、
季
節

が
認
識
で
き
な
い
こ
と
を
「
時
間
の
見
当
識
障

害
」、
自
分
が
現
在
い
る
場
所
、
目
的
地
と
の
位

置
関
係
が
認
識
で
き
な
い
こ
と
を
「
場
所
の
見

当
識
障
害
」、
日
常
的
に
接
し
て
い
る
人
、
家
族
、

親
し
い
人
を
認
識
で
き
な
い
こ
と
を
「
人
物
の

見
当
識
障
害
」と
言
い
ま
す
。ほ
と
ん
ど
の
場
合
、

時
間
の
見
当
識
障
害
、
場
所
の
見
当
識
障
害
、

人
物
の
見
当
識
障
害
の
順
に
起
こ
っ
て
き
ま
す
。

現
れ
方
は
、
認
知
症
の
原
因
に
よ
っ
て
変
わ
り

ま
す
。
例
え
ば
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症

の
場
合
は
、
記
憶
障
害
と
並
行
し
て
見
当
識
障

害
が
進
行
す
る
こ
と
が
多
く
、
レ
ビ
ー
小
体
型

認
知
症
の
場
合
は
、
初
期
に
は
、
あ
ま
り
目
立

ち
ま
せ
ん
。

③ 

実
行
機
能
障
害

　
目
的
を
持
っ
た
一
連
の
行
動
を
計
画
、
開
始
、

維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
機
能
の
こ
と
を
実
行

機
能
と
言
い
、
こ
の
機
能
に
障
害
が
起
こ
る
と
、

料
理
、
買
い
物
、
掃
除
な
ど
日
常
生
活
動
作
や

手
順
が
分
か
ら
な
く
な
り
、
段
取
り
よ
く
進
め

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
料

理
が
得
意
だ
っ
た
人
が
、
料
理
の
味
付
け
が
変

化
し
た
り
、
出
来
な
く
な
っ
て
き
た
り
し
ま
す
。

④ 

理
解
・
判
断
力
低
下

　
物
事
を
理
解
し
、
正
し
い
判
断
を
す
る
こ
と

が
出
来
な
く
な
る
の
が
理
解
、
判
断
力
障
害
で

す
。
記
憶
障
害
や
実
行
機
能
障
害
と
関
係
し
て

起
こ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
信
号
が

「
赤
」な
の
に
渡
っ
て
し
ま
う
、真
夏
に
セ
ー
タ
ー

を
着
た
り
、
寒
い
の
に
半
袖
を
着
て
し
ま
う
、

必
要
な
物
を
必
要
な
だ
け
買
う
こ
と
が
出
来
な

い
、
い
つ
も
買
っ
て
い
る
牛
乳
が
売
り
切
れ
の

時
、
他
の
ブ
ラ
ン
ド
の
物
で
間
に
合
わ
せ
る
こ

と
が
で
き
な
い（
急
な
変
化
に
対
応
で
き
な
い
）、

１
度
に
２
つ
の
こ
と
が
で
き
な
い
等
で
す
。

⑤ 

失
行
・
失
認
・
失
語

　
失
行
と
は
、
手
足
は
動
く
の
に
簡
単
な
日
常

生
活
動
作
が
出
来
な
く
な
る
こ
と
で
す
。
例
え

ば
、
ス
プ
ー
ン
や
箸
が
使
え
な
い
、
服
が
着
ら

れ
な
い
な
ど
で
す
。
失
認
と
は
見
え
た
り
聞
こ

え
て
い
て
も
理
解
で
き
な
く
な
る
こ
と
で
す
。

具
体
的
に
は
、
ゴ
ミ
箱
が
わ
か
ら
な
い
、
便
器

が
わ
か
ら
な
い
、
石
鹸
を
食
べ
物
と
思
う
等
で

す
。
失
語
と
は
、
言
葉
の
理
解
が
で
き
な
い
、

言
葉
が
出
な
く
な
る
な
ど
で
す
。

　 

認
知
症
の
行
動
と
心
理
症
状
（
B
P
S
D
）

　
行
動
症
状
と
心
理
症
状
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

行
動
症
状
で
は
、
患
者
さ
ん
の
観
察
に
よ
っ
て

明
ら
か
に
さ
れ
ま
す
。
攻
撃
的
行
動
、
叫
声
、

不
穏
、
焦
燥
、・
・
・
。
心
理
症
状
は
、
不
安
、

抑
う
つ
、
幻
覚
、
妄
想
な
ど
で
す
。

　
中
核
症
状
の
悪
化
に
伴
い
、
あ
る
B
P
S
D

が
出
現
し
、
中
核
症
状
が
さ
ら
に
悪
化
す
る
と

そ
の
B
P
S
D
は
消
失
し
ま
す
。
つ
ま
り
、
中

核
症
状
の
程
度
に
よ
り
、
B
P
S
D
の
症
状
も

変
化
す
る
の
で
す
。
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知

症
の
場
合
を
図
５
に
示
し
ま
し
た
。

　
例
え
ば
、
物
盗
ら
れ
妄
想
は
よ
く
あ
る

B
P
S
D
で
す
。
財
布
を
自
分
で
し
ま
っ
て
お

い
て
、
ど
こ
に
し
ま
っ
た
の
か
忘
れ
、
見
つ
か

ら
な
い
と
自
分
で
探
そ
う
と
は
し
な
い
で
「
誰

か
が
盗
っ
た
」
と
思
い
込
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

物
を
し
ま
う
こ
と
が
出
来
る
、
お
金
の
価
値
が

わ
か
る
状
態
の
時
に
起
こ
り
ま
す
。
症
状
が
進

行
し
て
、
物
を
し
ま
え
な
く
な
る
、
お
金
の
価

値
が
わ
か
ら
な
く
な
る
と
物
盗
ら
れ
妄
想
は
消

え
て
い
き
ま
す
。

　
認
知
症
は
、
あ
る
日
突
然
始
ま
る
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
徐
々
に
進
行
し
て
い
き
ま
す
。

　
軽
度
の
段
階
で
は
、
自
分
で
自
分
の
身
の
回

り
の
こ
と
（
着
替
え
、
身
繕
い
、
食
事
、
入
浴
、

排
泄
等
）
を
自
立
し
て
行
う
こ
と
は
で
き
ま
す

が
、
食
事
の
支
度
、
買
い
物
、
家
事
、
服
薬
管
理
、

金
銭
管
理
な
ど
に
支
障
が
出
て
き
ま
す
。
中
等

　「
認
知
症
の
方
が
本
人
ら
し
い
生
活
を
送
れ
る

よ
う
に
」、「
認
知
症
の
方
と
家
族
の
方
が
穏
や

か
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
」
治
療
を
行
い
ま
す
。

そ
の
時
々
の
症
状
の
段
階
を
正
し
く
把
握
し
な

が
ら
、
治
療
薬
と
ケ
ア
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
な
ど

を
使
い
分
け
、
治
療
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

　
認
知
症
の
治
療
に
は
、
薬
物
療
法
と
非
薬
物

療
法
が
あ
り
ま
す
。

　
薬
物
療
法
で
は
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知

症
に
は
、
現
在
４
種
類
の
治
療
薬
、
レ
ビ
ー
小

体
型
認
知
症
に
は
１
種
類
の
治
療
薬
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
薬
は
い
ず
れ
も
治
す
薬
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
症
状
の
進
行
を
緩
徐
に
す
る
薬
で
す
。

　
B
P
S
D
に
対
し
て
は
、ま
ず
、適
切
な
ケ
ア
、

環
境
調
整
な
ど
を
行
い
ま
す
。
そ
れ
で
改
善
し

な
い
場
合
に
限
り
向
精
神
薬
の
治
療
を
行
い
ま

す
。
薬
の
使
用
に
あ
た
っ
て
は
、
副
作
用
に
注

意
し
な
が
ら
慎
重
に
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
非
薬
物
療
法
は
、
脳
を
活
性
化
し
て
残
っ
て

い
る
認
知
機
能
や
生
活
能
力
を
高
め
る
効
果
が

期
待
で
き
ま
す
。
主
に
、
回
想
法
、
音
楽
療
法
、

芸
術
療
法
、
園
芸
療
法
、
認
知
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
、
リ
ア
リ
テ
ィ
・
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、

運
動
療
法
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
認
知
症
は
、
早
期
発
見
、
早
期
治
療
が
重
要

で
す
。
し
か
し
、
家
族
が
認
知
症
の
初
期
症
状

に
気
が
付
い
て
も
、
受
診
す
る
ま
で
に
２
年
以

上
か
か
っ
て
い
る
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。

認
知
症
の
初
期
は
、
家
族
が
「
最
近
様
子
が
お

か
し
い
、
認
知
症
？
」
と
感
じ
る
時
を
見
逃
さ

な
い
こ
と
が
大
事
で
す
。「
年
の
せ
い
」
と
放
置

し
な
い
で
、
か
か
り
つ
け
医
に
相
談
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

■ 

認
知
症
の
程
度

■ 
認
知
症
の
治
療

■ 

早
期
発
見
の
た
め
に

　
ま
た
、
本
人
自
身
も
、
も
の
忘
れ
を
自
覚
し
、

今
ま
で
の
よ
う
に
物
事
が
出
来
な
く
な
り
、
何

か
お
か
し
い
と
感
じ
て
不
安
に
な
り
ま
す
。
本

人
の
訴
え
が
あ
っ
た
ら
、「
年
の
せ
い
」
と
片
付

け
ず
、
耳
を
傾
け
ま
し
ょ
う
。

　
早
期
発
見
の
た
め
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
（
図

７
）
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

●もの忘れがひどい
　□1 今切ったばかりなのに、電話の相手の名前を忘れる
　□2 同じことを何度も言う・問う・する
　□3 しまい忘れ置き忘れが増え、いつも探し物をしている
　□4 財布・通帳・衣類などを盗まれたと人を疑う

●判断・理解力が衰える
　□5 料理・片付け・計算・運転などのミスが多くなった
　□6 新しいことが覚えられない
　□7 話のつじつまが合わない
　□8 テレビ番組の内容が理解できなくなった

●時間・場所がわからない
　□9 約束の日時や場所を間違えるようになった
　□10 慣れた道でも迷うことがある

●人柄が変わる
　□11 些細なことで怒りっぽくなった
　□12 周りへの気づかいがなくなり頑固になった
　□13 自分の失敗を人のせいにする
　□14 「このごろ様子がおかしい」と周囲から言われた

●不安感が強い
　□15 ひとりになると怖がったり寂しがったりする
　□16 外出時、持ち物を何度も確かめる
　□17 「頭が変になった」と本人が訴える

●意欲がなくなる
　□18 下着を替えず、身だしなみを構わなくなった
　□19 趣味や好きなテレビ番組に興味を示さなくなった
　□20 ふさぎ込んで何をするのも億劫がりいやがる

日常の暮らしの中で、認知症ではないかと思われる言動を、「家族の会」の会員の経験
からまとめたものです。医学的な診断基準ではありませんが、暮らしの中での目安とし
て参考にしてください。
いくつか思い当たることがあれば、一応専門家に相談してみることがよいでしょう。

出典 / 公益社団法人認知症の人と家族の会

■認知症早期発見のためのチェックリスト
様々な認知症チェックリストがあるうちのひとつ

【図 6】

【図 7】

2

■アルツハイマー型認知症の経過の概要

■家庭で見られるアルツハイマー型認知症の症状

図
６

【図 5】

度
に
な
る
と
、
自
分
の
身
の
回
り
の
こ
と
が
一

部
で
き
な
く
な
り
、
介
助
が
必
要
に
な
っ
て
き

ま
す
。
高
度
で
は
、
自
分
の
身
の
回
り
の
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
、
全
て
に
お
い
て
介
助
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
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口
の
中
に
は
約
７
０
０
種
類
の
細
菌
が
い
ま
す
。
そ
の

中
の
ス
ト
レ
プ
ト
コ
ッ
カ
ス
・
ミ
ュ
ー
タ
ン
ス
と
い
う
細

菌
は
、
砂
糖
を
含
ん
だ
食
物
を
摂
取
す
る
と
、
シ
ョ
糖
を

原
料
に
し
て
水
に
溶
け
に
く
く
粘
着
性
の
高
い
グ
ル
カ
ン

と
い
う
物
質
を
作
り
ま
す
。
こ
れ
に
多
く
の
細
菌
が
絡
ま
っ

て
で
き
る
の
が
、
プ
ラ
ー
ク
（
歯
垢
）
で
す
。
プ
ラ
ー
ク

が
付
着
し
た
ま
ま
に
な
る
と
、
細
菌
が
酸
を
作
り
出
し
、

歯
の
表
面
が
溶
け
出
し
ま
す
。
こ
の
状
態
を
放
置
す
る
と

歯
に
穴
が
開
き
、
む
し
歯
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、

歯
と
歯
肉
の
境
に
あ
る
溝
（
歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
）
の
中
に
プ

ラ
ー
ク
が
溜
ま
る
と
歯
周
病
菌
が
増
殖
し
て
炎
症
が
起
き
、

歯
肉
か
ら
出
血
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

歯
肉
に
炎
症
が
起
き
て
い
る
状
態
を
歯
肉
炎
と
い
い
ま
す
。

こ
の
状
態
を
放
置
し
て
お
く
と
、
歯
を
支
え
て
い
る
顎
の

骨
が
溶
け
る
な
ど
の
影
響
が
出
て
き
ま
す
。

　
症
状
と
し
て
は
、
歯
肉
の
腫
れ
・
出
血
・
膿
が
出
る
・

歯
の
揺
れ
・
口
臭
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、
こ
の
状
態
を
歯
周

病
と
い
い
ま
す
。

　
む
し
歯
や
歯
周
病
の
原
因
で
あ
る
プ
ラ
ー
ク
は
、
歯
ブ

前後に細かく

動かしましょう！

少し角度を

付けると磨き

やすいです！

つま先

かかと

【奥歯の頬っぺた側の磨き方】
口を閉じ気味にすることで、奥まで歯ブラシが
入り込みます。
前後に細かく動かしましょう。

【奥歯の内側の磨き方】
少し角度を付けると磨きやすいです。
前後に細かく動かしましょう。

【前歯の裏側】
歯ブラシのかかと、もしくはつま先で掻き出す様
に磨きます。

【歯の噛み合わせる部分】
噛み合わせ部分には溝がありプラークが溜まり
ます。
忘れずに磨きましょう

な
ぜ
歯
を
磨
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か

歯
科
口
腔
外
科
　
歯
科
衛
生
士
　
近
藤
　
花
奈

ラ
シ
で
歯
を
磨
く
こ
と
で
取
り
除
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
う

が
い
の
み
で
は
取
り
除
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
プ
ラ
ー
ク

が
溜
ま
ら
な
い
よ
う
に
し
っ
か
り
歯
磨
き
を
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

正
し
い
歯
磨
き
の
方
法

　
歯
ブ
ラ
シ
は
、
ブ
ラ
シ
の
植
毛
が
縦
３
列
で
、
ヘ
ッ
ド
サ

イ
ズ
は
上
の
前
歯
２
本
分
も
し
く
は
、
親
指
の
幅
の
も
の
を

選
び
ま
し
ょ
う
。
歯
ブ
ラ
シ
の
毛
の
硬
さ
は【
や
わ
ら
か
め
】

か
【
ふ
つ
う
】
を
選
び
ま
し
ょ
う
。
一
般
的
に
お
勧
め
す
る

の
は
、【
ふ
つ
う
】
タ
イ
プ
で
す
。
歯
肉
か
ら
出
血
が
あ
る

方
は【
や
わ
ら
か
め
】を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。毛
の
材
質
は【
ナ

イ
ロ
ン
素
材
】
と
【
動
物
の
毛
】
の
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
が
、

お
勧
め
す
る
の
は
、
乾
き
や
す
い
ナ
イ
ロ
ン
素
材
の
歯
ブ
ラ

シ
で
す
。
動
物
の
毛
は
口
の
中
の
細
菌
が
付
着
し
や
す
く
乾

燥
し
づ
ら
い
た
め
不
潔
に
な
り
や
す
い
で
す
。
毛
先
の
切
り

口
は
、
山
切
り
カ
ッ
ト
よ
り
も
平
ら
な
も
の
の
方
が
、
圧
力

が
均
等
に
か
か
り
磨
き
や
す
い
で
す
。
歯
ブ
ラ
シ
の
交
換
時

期
は
、
一
カ
月
を
目
安
に
し
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
以
上
使
用
す

る
と
毛
先
の
弾
力
が
落
ち
て
し
ま
い
磨
き
残
し
も
多
く
な

り
ま
す
。

　
歯
ブ
ラ
シ
の
持
ち
方
は
、
鉛
筆
を
持
つ
様
に
握
り
ま
し
ょ

う
。
特
に
プ
ラ
ー
ク
が
付
着
し
や
す
い
部
位
は
、【
歯
の
か

み
合
わ
せ
る
部
分
】【
歯
と
歯
の
間
】【
歯
と
歯
肉
の
境
】

で
す
。

　
磨
き
方
の
基
本
は
、
歯
を
１
本
か
ら
２
本
ず
つ
磨
く
イ

メ
ー
ジ
で
、
細
か
く
左
右
に
動
か
す
事
で
す
。
磨
く
時
の

力
加
減
は
、
隙
間
に
毛
先
が
入
る
く
ら
い
の
力
加
減
と
す

る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
強
い
力
で
磨
い
て
し
ま
う

と
毛
先
が
広
が
り
隙
間
に
入
り
込
め
ず
磨
き
残
し
が
多
く

な
っ
て
し
ま
う
た
め
で
す
。

　
奥
歯
の
頬
側
を
磨
く
時
は
、
口
を
閉
じ
気
味
に
し
て
磨

き
ま
し
ょ
う
。
そ
う
す
る
こ
と
で
歯
ブ
ラ
シ
が
頬
に
引
っ

か
か
ら
ず
奥
ま
で
入
り
込
む
の
で
磨
き
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
下
の
奥
歯
の
内
側
を
磨
く
時
は
、
歯
ブ
ラ
シ
を
斜
め
に

入
れ
角
度
を
付
け
て
磨
き
ま
し
ょ
う
。
前
歯
の
裏
側
は
ブ

ラ
シ
の
つ
ま
先
、
も
し
く
は
か
か
と
を
使
用
し
て
掻
き
出
す
よ

う
に
磨
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
磨
く
順
番
を
決
め
る
と
磨
き
残

し
を
作
ら
ず
口
の
中
全
体
を
磨
け
ま
す
。
入
れ
歯
が
入
っ
て
い

る
場
合
は
、
外
し
て
か
ら
口
の
中
を
清
掃
し
ま
し
ょ
う
。
歯
と

歯
の
間
は
歯
ブ
ラ
シ
の
毛
先
が
届
き
に
く
い
の
で
、
デ
ン
タ
ル

フ
ロ
ス
（
糸
よ
う
じ
）
や
歯
間
ブ
ラ
シ
を
使
用
す
る
こ
と
で
プ

ラ
ー
ク
の
除
去
率
を
上
げ
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
唾
液
に
は
酸

を
中
和
す
る
能
力
が
あ
り
ま
す
が
、
睡
眠
中
は
唾
液
の
量
が
減

少
し
む
し
歯
に
な
り
や
す
い
の
で
、
１
日
の
中
で
も
夜
の
歯
磨

き
は
特
に
大
切
で
す
。時
間
を
か
け
て
丁
寧
に
磨
き
ま
し
ょ
う
。

最
後
に

　
健
康
な
お
口
　
８
０
２
０
（
８
０
歳
で
２
０
本
）　
を
目
指

し
ま
し
ょ
う
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
日
々
の
正
し
い
歯
磨
き
と
定
期
的
な
歯
科

検
診
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

歯ブラシの毛先は

切り口が均一で

縦３列のタイプを

選びましょう
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０
０
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菌
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。
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菌
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摂
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。
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菌
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菌
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。
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菌
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。
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。
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。
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膿
が
出
る
・

歯
の
揺
れ
・
口
臭
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、
こ
の
状
態
を
歯
周

病
と
い
い
ま
す
。
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磨
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こ
と
が
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の
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の
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で
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で
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磨
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残
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多
く
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の
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を
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に
握
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。
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や
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は
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分
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と
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と
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の
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で
す
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磨
き
方
の
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は
、
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を
１
本
か
ら
２
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ず
つ
磨
く
イ

メ
ー
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で
、
細
か
く
左
右
に
動
か
す
事
で
す
。
磨
く
時
の
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加
減
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隙
間
に
毛
先
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入
る
く
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い
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よ
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。
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し
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と
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多
く
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す
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を
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は
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じ
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に
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て
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ま
し
ょ
う
。
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す
る
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と
で
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っ
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で
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込
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の
で
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す
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の
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磨
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は
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れ
角
度
を
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て
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き
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。
前
歯
の
裏
側
は
ブ

ラ
シ
の
つ
ま
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、
も
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は
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と
を
使
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き
出
す
よ

う
に
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き
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し
ょ
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。
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、
磨
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を
決
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る
と
磨
き
残

し
を
作
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ず
口
の
中
全
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を
磨
け
ま
す
。
入
れ
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が
入
っ
て
い

る
場
合
は
、
外
し
て
か
ら
口
の
中
を
清
掃
し
ま
し
ょ
う
。
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と

歯
の
間
は
歯
ブ
ラ
シ
の
毛
先
が
届
き
に
く
い
の
で
、
デ
ン
タ
ル

フ
ロ
ス
（
糸
よ
う
じ
）
や
歯
間
ブ
ラ
シ
を
使
用
す
る
こ
と
で
プ

ラ
ー
ク
の
除
去
率
を
上
げ
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
唾
液
に
は
酸

を
中
和
す
る
能
力
が
あ
り
ま
す
が
、
睡
眠
中
は
唾
液
の
量
が
減

少
し
む
し
歯
に
な
り
や
す
い
の
で
、
１
日
の
中
で
も
夜
の
歯
磨

き
は
特
に
大
切
で
す
。時
間
を
か
け
て
丁
寧
に
磨
き
ま
し
ょ
う
。

最
後
に

　
健
康
な
お
口
　
８
０
２
０
（
８
０
歳
で
２
０
本
）　
を
目
指

し
ま
し
ょ
う
。

　
そ
の
た
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に
は
、
日
々
の
正
し
い
歯
磨
き
と
定
期
的
な
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が
大
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に
な
り
ま
す
。
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知
っ
て
お
き
た
い
く
す
り
の
豆
知
識

知
っ
て

　お
き
た
い

豆
知
識

（
担
当
：
薬
剤
師
　
北
村
直
樹
）

⑥

薬
剤
部

　「
知
っ
て
お
き
た
い
く
す
り
の
豆

知
識
」
も
、
つ
い
に
第
6
回
と
な
り

ま
し
た
。
今
回
は
体
の
中
で
の
薬
の

動
き
に
つ
い
て
お
話
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
体
の
中
で
の
薬
の
動
き
は
大
ま
か

に
、
吸
収
・
分
布
・
代
謝
・
排
泄
に

分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
薬
を
使
用
す
る
方
法
と
し
て
内

服
、
注
射
（
点
滴
）、
吸
入
な
ど
に

つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
コ
ラ
ム
で
お

話
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
内
服

薬
な
ど
は
飲
め
ば
、
す
ぐ
に
効
く
と

い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
薬

が
作
用
を
発
揮
す
る
に
は
、
体
内
に

取
り
込
ま
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
内
服
薬
が
体
内
に
取
り
込
ま
れ
る

と
い
う
の
は
、
消
化
管
で
吸
収
さ
れ

て
、
循
環
血
流
に
入
る
こ
と
を
指
し

ま
す
。
つ
ま
り
、
内
服
薬
は
飲
ん
だ

後
、
お
腹
の
中
に
あ
る
状
態
で
は
、

ま
だ
作
用
を
発
揮
で
き
て
い
な
い
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
体
の
中
に
は
、
消
化
管
と
い
う
１

本
の
管
が
あ
り
ま
す
。
消
化
管
は
大

き
く
分
け
る
と
、
口
、
食
道
、
胃
、

小
腸
、
大
腸
、
肛
門
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
経
口
投
与
し
た
薬
剤
は
、

消
化
管
の
粘
膜
を
通
っ
て
血
液
に
入

り
、
体
内
に
吸
収
さ
れ
ま
す
。
吸
収

は
胃
や
大
腸
等
で
も
行
わ
れ
ま
す

が
、大
部
分
は
小
腸
で
行
わ
れ
ま
す
。

一
方
で
、
注
射
や
点
滴
の
場
合
は
、

直
接
循
環
血
流
へ
投
与
さ
れ
る
た

め
、
薬
剤
が
吸
収
さ
れ
る
の
を
待
た

ず
に
作
用
を
発
揮
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
血
液
に
移
行
し
た
薬
は
、
血
管
を

通
っ
て
全
身
を
循
環
し
ま
す
。
全
身

循
環
に
移
行
し
た
薬
剤
は
、
体
内
の

様
々
な
組
織
に
た
ど
り
着
い
て
移
行

し
、
薬
と
し
て
の
効
果
を
発
揮
し
ま

す
。

　
血
液
に
は
蛋
白
質
が
含
ま
れ
て
お

り
、
蛋
白
質
と
結
合
（
蛋
白
結
合
）

す
る
と
薬
の
組
織
へ
の
移
行
が
遅
く

な
り
ま
す
。

　
水
に
溶
け
易
い
薬
剤
は
血
液
に
分

布
し
や
す
く
、
水
に
溶
け
に
く
い
薬

剤
は
体
の
組
織
に
分
布
し
や
す
い
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
ど
の
組
織
に
分
布

し
易
い
か
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
薬
の
特

性
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

　
さ
て
、
消
化
管
で
吸
収
さ
れ
た
薬

剤
は
血
流
に
乗
っ
て
、
初
め
に
肝
臓

に
運
ば
れ
ま
す
。
肝
臓
は
様
々
な
酵

素
に
よ
っ
て
、薬
剤
や
ア
ル
コ
ー
ル
、

体
へ
悪
い
影
響
が
あ
る
物
質
な
ど
を

分
解
（
代
謝
物
に
変
換
）
し
、
薬
効

や
毒
性
を
消
失
さ
せ
る
役
割
が
あ
り

ま
す
。
吸
収
さ
れ
た
薬
剤
は
肝
臓
で

一
部
が
分
解
さ
れ
、
そ
の
後
に
全
身

へ
向
か
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
肝
臓
で
代
謝
を
受
け
る
薬
剤

は
経
口
投
与
し
た
場
合
、
す
べ
て
が

効
果
を
発
揮
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
経
口
投
与
さ
れ
た
薬
物
が
、
最

初
に
肝
臓
で
代
謝
を
受
け
る
こ
と
を

初
回
通
過
効
果
と
呼
び
ま
す
。

　
注
射
に
よ
っ
て
投
与
さ
れ
た
場
合

は
、最
初
に
肝
臓
を
通
過
す
る
前
に
、

薬
が
一
度
全
身
へ
回
っ
て
か
ら
肝
臓

へ
と
運
ば
れ
る
た
め
、
肝
臓
で
分
解

を
受
け
る
前
に
効
果
を
発
揮
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
代
謝
を
司
る
酵
素
は
、
多
く
の
物

質
（
薬
や
食
べ
も
の
な
ど
）
の
影
響

を
受
け
ま
す
。
酵
素
群
の
薬
を
分
解

す
る
能
力
が
こ
の
よ
う
な
物
質
に

よ
っ
て
低
下
す
れ
ば
、
そ
の
結
果
と

し
て
薬
の
効
果
（
副
作
用
を
含
み
ま

す
）
が
増
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
物

質
に
よ
っ
て
酵
素
群
の
薬
を
分
解
す

る
能
力
が
高
ま
っ
た
場
合
、
薬
の
効

果
が
減
少
し
ま
す
。

　
グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
ジ
ュ
ー
ス
と

高
血
圧
薬
の
飲
み
合
わ
せ
な
ど
は
、

聞
い
た
こ
と
が
あ
る
方
も
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
は
食
べ

物
に
よ
っ
て
薬
の
作
用
が
強
く
な
る

代
表
例
で
あ
り
、
予
期
せ
ぬ
副
作
用

を
招
く
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
す
べ
て
の
薬
は
最
終
的
に
体
か
ら

排
泄
さ
れ
ま
す
。
代
謝
さ
れ
て
か
ら

排
泄
さ
れ
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
そ
の

ま
ま
排
泄
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
大
半
の
薬
、
特
に
水
に
溶
け
易

い
薬
と
そ
の
代
謝
物
は
、
主
と
し
て

腎
臓
か
ら
尿
中
に
排
泄
さ
れ
ま
す
。

　
尿
中
へ
の
排
泄
は
主
に
水
に
溶
け

や
す
い
薬
の
体
内
か
ら
の
主
な
消
失

経
路
と
な
っ
て
い
ま
す
。
薬
の
特
性

な
ど
、
薬
の
排
泄
に
影
響
を
及
ぼ
す

要
因
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。
薬
や

代
謝
物
が
尿
中
に
十
分
に
排
泄
さ
れ

る
た
め
に
は
、
水
溶
性
で
か
つ
血
液

中
の
蛋
白
質
に
あ
ま
り
強
く
結
合
し

な
い
も
の
で
あ
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
尿
の
酸
性
度
は
食
事
や
薬
、
腎

疾
患
に
よ
り
影
響
を
受
け
ま
す
が
、

こ
れ
も
腎
臓
の
薬
物
排
泄
速
度
に
影

響
を
与
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
肝
臓
を
通
っ
て
も
変
化
せ

ず
、
そ
の
ま
ま
胆
汁
に
排
泄
さ
れ
る

も
の
が
あ
り
ま
す
。
肝
臓
で
代
謝
物

に
変
換
さ
れ
た
後
に
胆
汁
中
に
排
泄

さ
れ
る
薬
も
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
の

場
合
も
胆
汁
は
そ
の
後
、
消
化
管
に

入
り
ま
す
。
薬
は
、
消
化
管
か
ら
便

と
と
も
に
排
出
さ
れ
る
か
、
血
液
中

に
再
吸
収
さ
れ
て
再
利
用
さ
れ
ま

す
。

　
肝
臓
や
腎
臓
が
正
常
に
機
能
し
て

い
な
い
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
の
経
路
で

排
泄
さ
れ
る
薬
に
つ
い
て
は
投
与
量

を
調
節
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　「
知
っ
て
お
き
た
い
く
す
り
の
豆

知
識
」
は
今
回
が
最
終
回
と
な
り
ま

す
。
薬
の
種
類
は
、
様
々
な
剤
型
を

持
つ
も
の
や
、
異
な
る
投
与
方
法
が

あ
る
も
の
、
そ
し
て
体
の
中
の
働
き

方
が
異
な
る
も
の
な
ど
多
彩
で
す
。

　
今
回
の
連
載
を
通
し
て
、
少
し
で

も
薬
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、

ま
た
適
正
に
使
用
し
て
い
た
だ
け
た

ら
幸
い
で
す
。

吸
収

分
布

代
謝

排
泄

体の中での薬の動き



13 12

知
っ
て
お
き
た
い
く
す
り
の
豆
知
識

知
っ
て

　お
き
た
い

豆
知
識

（
担
当
：
薬
剤
師
　
北
村
直
樹
）

⑥

薬
剤
部

　「
知
っ
て
お
き
た
い
く
す
り
の
豆

知
識
」
も
、
つ
い
に
第
6
回
と
な
り

ま
し
た
。
今
回
は
体
の
中
で
の
薬
の

動
き
に
つ
い
て
お
話
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
体
の
中
で
の
薬
の
動
き
は
大
ま
か

に
、
吸
収
・
分
布
・
代
謝
・
排
泄
に

分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
薬
を
使
用
す
る
方
法
と
し
て
内

服
、
注
射
（
点
滴
）、
吸
入
な
ど
に

つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
コ
ラ
ム
で
お

話
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
内
服

薬
な
ど
は
飲
め
ば
、
す
ぐ
に
効
く
と

い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
薬

が
作
用
を
発
揮
す
る
に
は
、
体
内
に

取
り
込
ま
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
内
服
薬
が
体
内
に
取
り
込
ま
れ
る

と
い
う
の
は
、
消
化
管
で
吸
収
さ
れ

て
、
循
環
血
流
に
入
る
こ
と
を
指
し

ま
す
。
つ
ま
り
、
内
服
薬
は
飲
ん
だ

後
、
お
腹
の
中
に
あ
る
状
態
で
は
、

ま
だ
作
用
を
発
揮
で
き
て
い
な
い
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
体
の
中
に
は
、
消
化
管
と
い
う
１

本
の
管
が
あ
り
ま
す
。
消
化
管
は
大

き
く
分
け
る
と
、
口
、
食
道
、
胃
、

小
腸
、
大
腸
、
肛
門
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
経
口
投
与
し
た
薬
剤
は
、

消
化
管
の
粘
膜
を
通
っ
て
血
液
に
入

り
、
体
内
に
吸
収
さ
れ
ま
す
。
吸
収

は
胃
や
大
腸
等
で
も
行
わ
れ
ま
す

が
、大
部
分
は
小
腸
で
行
わ
れ
ま
す
。

一
方
で
、
注
射
や
点
滴
の
場
合
は
、

直
接
循
環
血
流
へ
投
与
さ
れ
る
た

め
、
薬
剤
が
吸
収
さ
れ
る
の
を
待
た

ず
に
作
用
を
発
揮
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
血
液
に
移
行
し
た
薬
は
、
血
管
を

通
っ
て
全
身
を
循
環
し
ま
す
。
全
身

循
環
に
移
行
し
た
薬
剤
は
、
体
内
の

様
々
な
組
織
に
た
ど
り
着
い
て
移
行

し
、
薬
と
し
て
の
効
果
を
発
揮
し
ま

す
。

　
血
液
に
は
蛋
白
質
が
含
ま
れ
て
お

り
、
蛋
白
質
と
結
合
（
蛋
白
結
合
）

す
る
と
薬
の
組
織
へ
の
移
行
が
遅
く

な
り
ま
す
。

　
水
に
溶
け
易
い
薬
剤
は
血
液
に
分

布
し
や
す
く
、
水
に
溶
け
に
く
い
薬

剤
は
体
の
組
織
に
分
布
し
や
す
い
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
ど
の
組
織
に
分
布

し
易
い
か
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
薬
の
特

性
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

　
さ
て
、
消
化
管
で
吸
収
さ
れ
た
薬

剤
は
血
流
に
乗
っ
て
、
初
め
に
肝
臓

に
運
ば
れ
ま
す
。
肝
臓
は
様
々
な
酵

素
に
よ
っ
て
、薬
剤
や
ア
ル
コ
ー
ル
、

体
へ
悪
い
影
響
が
あ
る
物
質
な
ど
を

分
解
（
代
謝
物
に
変
換
）
し
、
薬
効

や
毒
性
を
消
失
さ
せ
る
役
割
が
あ
り

ま
す
。
吸
収
さ
れ
た
薬
剤
は
肝
臓
で

一
部
が
分
解
さ
れ
、
そ
の
後
に
全
身

へ
向
か
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
肝
臓
で
代
謝
を
受
け
る
薬
剤

は
経
口
投
与
し
た
場
合
、
す
べ
て
が

効
果
を
発
揮
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
経
口
投
与
さ
れ
た
薬
物
が
、
最

初
に
肝
臓
で
代
謝
を
受
け
る
こ
と
を

初
回
通
過
効
果
と
呼
び
ま
す
。

　
注
射
に
よ
っ
て
投
与
さ
れ
た
場
合

は
、最
初
に
肝
臓
を
通
過
す
る
前
に
、

薬
が
一
度
全
身
へ
回
っ
て
か
ら
肝
臓

へ
と
運
ば
れ
る
た
め
、
肝
臓
で
分
解

を
受
け
る
前
に
効
果
を
発
揮
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
代
謝
を
司
る
酵
素
は
、
多
く
の
物

質
（
薬
や
食
べ
も
の
な
ど
）
の
影
響

を
受
け
ま
す
。
酵
素
群
の
薬
を
分
解

す
る
能
力
が
こ
の
よ
う
な
物
質
に

よ
っ
て
低
下
す
れ
ば
、
そ
の
結
果
と

し
て
薬
の
効
果
（
副
作
用
を
含
み
ま

す
）
が
増
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
物

質
に
よ
っ
て
酵
素
群
の
薬
を
分
解
す

る
能
力
が
高
ま
っ
た
場
合
、
薬
の
効

果
が
減
少
し
ま
す
。

　
グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
ジ
ュ
ー
ス
と

高
血
圧
薬
の
飲
み
合
わ
せ
な
ど
は
、

聞
い
た
こ
と
が
あ
る
方
も
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
は
食
べ

物
に
よ
っ
て
薬
の
作
用
が
強
く
な
る

代
表
例
で
あ
り
、
予
期
せ
ぬ
副
作
用

を
招
く
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
す
べ
て
の
薬
は
最
終
的
に
体
か
ら

排
泄
さ
れ
ま
す
。
代
謝
さ
れ
て
か
ら

排
泄
さ
れ
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
そ
の

ま
ま
排
泄
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
大
半
の
薬
、
特
に
水
に
溶
け
易

い
薬
と
そ
の
代
謝
物
は
、
主
と
し
て

腎
臓
か
ら
尿
中
に
排
泄
さ
れ
ま
す
。

　
尿
中
へ
の
排
泄
は
主
に
水
に
溶
け

や
す
い
薬
の
体
内
か
ら
の
主
な
消
失

経
路
と
な
っ
て
い
ま
す
。
薬
の
特
性

な
ど
、
薬
の
排
泄
に
影
響
を
及
ぼ
す

要
因
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。
薬
や

代
謝
物
が
尿
中
に
十
分
に
排
泄
さ
れ

る
た
め
に
は
、
水
溶
性
で
か
つ
血
液

中
の
蛋
白
質
に
あ
ま
り
強
く
結
合
し

な
い
も
の
で
あ
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
尿
の
酸
性
度
は
食
事
や
薬
、
腎

疾
患
に
よ
り
影
響
を
受
け
ま
す
が
、

こ
れ
も
腎
臓
の
薬
物
排
泄
速
度
に
影

響
を
与
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
肝
臓
を
通
っ
て
も
変
化
せ

ず
、
そ
の
ま
ま
胆
汁
に
排
泄
さ
れ
る

も
の
が
あ
り
ま
す
。
肝
臓
で
代
謝
物

に
変
換
さ
れ
た
後
に
胆
汁
中
に
排
泄

さ
れ
る
薬
も
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
の

場
合
も
胆
汁
は
そ
の
後
、
消
化
管
に

入
り
ま
す
。
薬
は
、
消
化
管
か
ら
便

と
と
も
に
排
出
さ
れ
る
か
、
血
液
中

に
再
吸
収
さ
れ
て
再
利
用
さ
れ
ま

す
。

　
肝
臓
や
腎
臓
が
正
常
に
機
能
し
て

い
な
い
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
の
経
路
で

排
泄
さ
れ
る
薬
に
つ
い
て
は
投
与
量

を
調
節
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　「
知
っ
て
お
き
た
い
く
す
り
の
豆

知
識
」
は
今
回
が
最
終
回
と
な
り
ま

す
。
薬
の
種
類
は
、
様
々
な
剤
型
を

持
つ
も
の
や
、
異
な
る
投
与
方
法
が

あ
る
も
の
、
そ
し
て
体
の
中
の
働
き

方
が
異
な
る
も
の
な
ど
多
彩
で
す
。

　
今
回
の
連
載
を
通
し
て
、
少
し
で

も
薬
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、

ま
た
適
正
に
使
用
し
て
い
た
だ
け
た

ら
幸
い
で
す
。

吸
収

分
布

代
謝

排
泄

体の中での薬の動き
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担当：管理栄養士　塩原 春菜

食物繊維を加えることで、食後の血糖

上昇が緩やかになります。

酢と少量の脂質にも食後の血糖上昇を

穏やかにする働きがあります。

治療食
No.118食後高血糖を防ぐ食事

材料（2人分）

材料（3人分）

作り方

作り方

熱量
たんぱく質
塩分

338kcal
18.6ｇ
1.5ｇ

〈栄養価〉1人分

食後高血糖とは？
食事で摂取されたブドウ糖は、小腸で吸収されて血液中に移行し、インスリンの働きによっ
て肝臓や筋肉などの組織に取り込まれ、エネルギーとして利用されます。しかし、乱れた食
生活や食べすぎなどにより、時間が経っても血糖値が下がりにくくなる場合があります。食
後 2 時間経っても血糖値が 140ｍｇ/ｄL 以上の高い値が続く状態を食後高血糖といいます。
動脈硬化や、過剰なインスリン分泌を促進して肥満の原因となりますので注意しましょう。

食後高血糖を防ぐ 6 つの食事のポイント
● ３食規則正しく食べる

● 炭水化物だけの食事をしない

● おかずから先に食べる

● ゆっくり食べる

● 酢や油を利用する

● 間食は控えめに

食事を抜くと、次の食事で血糖値が上がりやすくなります。3 食決まった時間に
食事をとることが理想的です。

おにぎり、麺類だけなど炭水化物のみの食事は食後高血糖の原因となります。
また、芋類やかぼちゃなども炭水化物が多い食品なので食べすぎに気を付けま
しょう。主食（ごはん、麺、パンなど）、主菜（肉、魚、卵、大豆製品など）、副菜（野菜、
海藻、きのこ、こんにゃくなど）をそろえたバランスの良い食事を心がけましょ
う。

副菜→主菜→主食の順番に食べると食後血糖値の上昇が緩やかになります。食
物繊維の働きによって、後から食べる主食の糖質がゆっくりと吸収されます。

よく噛んでゆっくり食べることで糖質の吸収が穏やかになります。また、満腹
中枢が刺激されることで食べすぎを予防できます。

酢には胃から小腸への食べ物の移行を遅くする作用があります。また、油は消化、
吸収に時間がかかります。どちらも糖質と一緒に摂ることで、糖質単体で摂る
よりも血糖値の上昇を穏やかにしてくれます。しかし、油の摂りすぎは肥満の
原因となりますので、多くなりすぎないように注意しましょう。

間食はエネルギーの摂りすぎやインスリンの無駄使いになります。食事の間で
摂る間食は血糖値を上げやすいため、どうしても食べたいときは糖質の少ない
もの（低糖質のゼリー、チョコレートや乳製品、ナッツ類など）を少量、食後
に食べるようにします。

米
干ししいたけ
切り干し大根
人参
ちりめんじゃこ

Ａ）
酒
醤油
顆粒和風だし
　

1 カップ
3 枚
20ｇ
30ｇ
大さじ 2

大さじ 1
大さじ 1
小さじ 1/2
　

〈栄養価〉1人分
熱量
たんぱく質
塩分

226kcal
6.3ｇ
1.4ｇ

干ししいたけは水でもどし、石づきを除いて薄
切りにする。

切り干し大根は水でよくもみ洗いしてざるにあ
げる。（水気は絞らない）
10 分ほどおき、2ｃｍ長さに切る。

人参は細切りにする。

米は洗って炊飯釜に入れ、干ししいたけのもど
し汁と水（分量外）を加え、釜の指示の水加減
にする。

Ａ、しいたけ、切り干し大根、人参、じゃこを
加え、ひと混ぜして炊く。

ぶりにＡをふり、薄く小麦粉をまぶす。フライ
パンに油を熱して火が通るまで焼く。

大根（千切り用）と人参は 3ｃｍ長さの千切り
にする。大根（おろし用）はすりおろす。
三つ葉は３ｃｍ長さに切る。

2の材料と Bの調味料を混ぜ合わせる。

ぶりを器に盛って 3のおろしソースをかける。

2 切れ
少々
適量
大さじ 2

☆おろしソースの材料
大根（千切り用）
　　  （おろし用）
人参
三つ葉

50ｇ
100ｇ
20ｇ
25ｇ

Ｂ）
醤油
酒、みりん、酢、ごま油
砂糖
こしょう

大さじ 1
各大さじ 1/2
ひとつまみ
少々

ぶりの切り身
Ａ） 塩、 こしょう
小麦粉
油

ぶりのムニエル 野菜のおろしソースがけ

干ししいたけと切り干し大根の炊き込みご飯
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に
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。
ま
た
今
年
も
手
術
の
為
1
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月
間

の
入
院
生
活
で
お
世
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に
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っ
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い
ま
す
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さ
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が
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も
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清
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感
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の
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者
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に
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し
て
下
さ
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が
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が
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思
い
で
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た
。
こ
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な
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ら
し
い
病
院

は
何
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に
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り
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す
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。
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全
般
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し
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私
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育
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思
っ
て
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ま
す
。
ど
う
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こ
れ
か
ら
も
患
者

さ
ん
の
為
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も
皆
様
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

№65

くらしな じゅんいち

リウマチ膠原病センター 倉科　淳一

　リウマチ・膠原病科の倉科淳一と申します。よろしくお願い致します。

　生まれは長野県松本市です。部活は中～大学まで卓球部でした。栃木県の獨協

医科大学へ入学し、国家試験合格後は医師として長野県に戻って働いております。

　小さい頃は近くに山、澄んだ空気、松本城がある生活でありがたみがあまり理

解できてはいませんでした。いざ浪人、大学生活を経て戻ってくると、長野県は

とても良い環境だと気が付かされました。少し車で移動するだけで綺麗な自然が

広がっていますし、地域地産のおいしい食材に恵まれていること、観光スポット

が数多くあることなど改めて気が付かされる事が多く、新鮮な気持ちでいっぱい

です。あまり趣味といえるものを持っていない自分ですが、山登りなど自然を満

喫する趣味を少しずつやりたいという気持ちがあります。

　膠原病は、一度発症すると改善することはあっても治ってお薬がなくなること

は難しく、一生お付き合いしていかないといけない病気が多い分野です。お薬も

副作用が全くないお薬はありませんので飲んでみての様子を確認し、患者さんと

相談しながら少しでも生活のしやすい時間を提供できればと思いながら日々の診

療にあたっています。

　悪戦苦闘の毎日ですが、将来は長野県の地域医療を

支える医師となることを目標に、なるべく患者さんの

お話に耳を傾け、謙虚に精進していきたいと思ってい

ます。

　篠ノ井総合病院では現在常勤でリウマチ膠原病セン

ター、内科、救急などで働かせていただいています。

何卒よろしくお願い致します。

「 謙虚に精進していきます。 」
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は
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や
地
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な

ど
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く
の
自
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襲
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ま
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。
そ
ん
な
不
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事
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避
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、
被
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助
、
ト
リ
ア
ー
ジ
訓
練
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。

 

訓
練
で
出
来
な
い
こ
と
は
、
本
番
で

も
で
き
な
い
と
言
い
ま
す
。
今
回
の
反

省
点
も
踏
ま
え
、
引
き
続
き
訓
練
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。
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病
セ
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会
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災
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災
害
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に
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イ
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開
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し
ま
し
た

院
内
文
化
祭
典
を
開
催

　11
月
1
日
（
木
）
に
急
病
セ
ン
タ
ー

懇
談
会
が
開
催
さ
れ
、
セ
ン
タ
ー
を
運

営
す
る
更
級
医
師
会
、
千
曲
医
師
会
、

病
院
職
員
が
多
数
参
加
し
ま
し
た
。

　初
め
に
当
院
の
小
池
統
括
院
長
が
挨

拶
で
セ
ン
タ
ー
運
営
に
協
力
い
た
だ
い

て
い
る
医
師
会
の
先
生
方
に
感
謝
の
言

葉
を
の
べ
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
協

力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　そ
の
後
、
関
口
救
急
科
統
括
部
長
か

ら
セ
ン
タ
ー
の
実
績
報
告
を
行
い
、
近

年
の
救
急
患
者
の
動
向
を
説
明
し
ま
し

た
。
引
き
続
き
、
矢
彦
沢
循
環
器
内
科

部
長
よ
り
「
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
　最
近

の
話
題
」
と
題
し
講
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。　当

院
及
び
両
医
師
会
は
連
携
・
協
力

し
、
急
病
セ
ン
タ
ー
を
運
営
し
て
い
ま

す
。
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て

生
活
で
き
る
医
療
体
制
を
堅
持
す
べ

く
、
引
き
続
き
邁
進
し
て
い
き
ま
す
。

　11
月
14
日
の
「
世
界
糖
尿
病
デ
ー
」

に
合
わ
せ
、
院
内
に
相
談
ブ
ー
ス
を
設

け
、
訪
れ
た
方
の
質
問
等
に
医
師
、
薬

剤
師
、
管
理
栄
養
士
な
ど
が
答
え
ま
し

た
。
ま
た
「
糖
尿
病
っ
て
ど
ん
な
病

気
？
」
と
題
し
横
田
医
師
に
よ
る
講
演
、

「
食
生
活
の
ポ
イ
ン
ト
を
分
か
り
や
す

く
説
明
し
ま
す
」
と
題
し
管
理
栄
養
士

に
よ
る
講
演
を
行
い
、
啓
発
活
動
に
つ

と
め
ま
し
た
。
　

　世
界
糖
尿
病
デ
ー
と
は
、
糖
尿
病
治

療
に
使
う
イ
ン
ス
リ
ン
を
発
見
し
た
カ

ナ
ダ
人
医
師
の
誕
生
日
に
ち
な
ん
だ
日

で
す
。
毎
年
11
月
14
日
前
後
に
、
世
界

各
地
で
糖
尿
病
の
予
防
、
治
療
、
療
養

を
喚
起
す
る
催
し
が
開
か
れ
て
い
ま

す
。　糖

尿
病
は
、
知
ら
な
い
う
ち
に
進
行

し
て
し
ま
う
場
合
も
多
く
、
予
防
の
た

め
啓
発
活
動
が
重
要
で
す
。
多
く
の
人

た
ち
が
『
ど
ん
な
病
気
な
の
か
』
な
ど

と
考
え
る
き
っ
か
け
に
れ
ば
幸
い
で

す
。

　11
月
24
日
（
土
）
に
当
院
東
棟
1
階

で
院
内
文
化
祭
典
を
開
催
し
ま
し
た
。

毎
年
こ
の
時
期
に
開
催
し
て
お
り
、
入

院
患
者
さ
ん
や
地
域
の
方
に
音
楽
や
生

け
花
な
ど
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
当
院
軽
音
楽

部
に
よ
る
演
奏
で
、
会
場
を
盛
り
上
げ

て
く
れ
ま
し
た
。

　続
い
て
地
元
の
ケ
ー
ナ
演
奏
家
宮
本

さ
ん
に
よ
る
ケ
ー
ナ
演
奏
で
す
。
こ
ち

ら
も
南
米
ら
し
い
曲
を
演
奏
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　続
い
て
は
、
地
元
通
明
小
学
校
合
唱

部
に
よ
る
合
唱
で
す
。
児
童
た
ち
の
歌

声
に
入
院
患
者
さ
ん
や
来
場
者
の
皆
さ

ん
は
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　最
後
は
当
院
コ
ー
ラ
ス
部
と
来
場
者

全
員
で
一
緒
に
歌
を
歌
い
締
め
く
く
り

ま
し
た
。

J
A
グ
リ
ー
ン
長
野
様
よ
り
リ
ン
ゴ
を
寄
贈
、

　
　
　
　
　
　農
産
物
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

　11
月
22
日
は
1
1
2
2
で
「
い
い
ふ

じ
」
と
読
み
、「
長
野
県
り
ん
ご
の
日
」

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
ち
な
み
、

当
院
で
は
地
元
J
A
グ
リ
ー
ン
長
野
様

よ
り
サ
ン
ふ
じ
の
贈
呈
を
受
け
ま
し

た
。　当

日
は
J
A
グ
リ
ー
ン
長
野
の
塚
田

専
務
様
よ
り
、
当
院
の
小
池
統
括
院
長

に
鮮
や
か
な
赤
く
実
っ
た
サ
ン
ふ
じ
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
24
日
に
は「
グ

リ
ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
の
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
「
農
産
物
宝
船
」
に
飾
ら
れ
た

農
産
物
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
寄
贈
お
よ
び
提
供
い
た
だ
い
た
リ

ン
ゴ
と
農
産
物
は
さ
っ
そ
く
、
入
院
患

者
さ
ん
の
食
事
と
し
て
利
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

看
護
師
再
就
職
支
援
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た

　11
月
下
旬
の
4
日
間
に
わ
た
り
「
看
護
師
再
就
職
支
援

研
修
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
長
野
県
看
護
協

会
が
、
結
婚
や
育
児
な
ど
で
医
療
現
場
を
離
れ
た
看
護
師

の
再
就
職
を
支
援
す
る
研
修
会
で
す
。
今
回
は
15
名
が
参

加
し
ま
し
た
。
研
修
で
は
、
最
近
の
医
療
・
看
護
の
情
勢

の
講
義
、
医
療
機
器
の
操
作
、
採
血
な
ど
の
実
技
を
行
い

ま
し
た
。

　参
加
者
か
ら
は
「
自
分
が
働
い
て
い
た
時
と
現
在
と
違

う
こ
と
が
あ
り
、
現
場
を
知
る
よ
い
機
会
と
な
り
満
足
で

き
た
。」「
長
い
ブ
ラ
ン
ク
が
あ
り
不
安
が
大
き
か
っ
た
が
、

参
加
し
て
良
か
っ
た
。」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

県
警
ヘ
リ
に
よ
る
夜
間
離
着

陸
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た

　12
月
11
日
に
県
警
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に

よ
る
夜
間
離
着
陸
訓
練
を
実
施
し
ま
し

た
。
こ
の
訓
練
は
、
大
規
模
災
害
や
山

岳
遭
難
を
想
定
し
た
も
の
で
、
病
院
到

着
が
夜
間
で
の
患
者
受
け
入
れ
手
順
を

確
認
し
ま
し
た
。

　今
回
の
訓
練
は
、
当
院
ヘ
リ
ポ
ー
ト

が
整
備
さ
れ
た
2
0
1
5
年
12
月
以
来

と
な
り
ま
す
。

　日
没
後
の
17
時
過
ぎ
に
県
警
ヘ
リ
が

当
院
ヘ
リ
ポ
ー
ト
に
2
回
着
陸
し
、
2

回
目
の
着
陸
後
に
は
当
院
医
師
や
看
護

師
等
が
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
で
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
の
機
体
か
ら
患
者
を
引
き
受
け
る

手
順
を
確
認
し
ま
し
た
。

山
崎
直
木
先
生
よ
り
顕
微
鏡
を

　
　寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

　千
曲
市
医
師
会
の
山
崎
直
木
先
生
よ

り
、
オ
リ
ン
パ
ス
社
製
顕
微
鏡
を
寄
贈

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　当
院
検
査
室
で
は
、
様
々
な
検
体
の

検
査
を
行
っ
て
お
り
、
顕
微
鏡
の
重
要

性
は
よ
り
高
ま
る
一
方
で
す
。
そ
の
よ

う
な
中
で
貴
重
な
顕
微
鏡
を
寄
贈
し
て

い
た
だ
き
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　今
回
寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た
顕
微
鏡

も
、
院
内
で
有
効
に
利
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
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提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
寄
贈
お
よ
び
提
供
い
た
だ
い
た
リ

ン
ゴ
と
農
産
物
は
さ
っ
そ
く
、
入
院
患

者
さ
ん
の
食
事
と
し
て
利
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

看
護
師
再
就
職
支
援
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た

　11
月
下
旬
の
4
日
間
に
わ
た
り
「
看
護
師
再
就
職
支
援

研
修
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
長
野
県
看
護
協

会
が
、
結
婚
や
育
児
な
ど
で
医
療
現
場
を
離
れ
た
看
護
師

の
再
就
職
を
支
援
す
る
研
修
会
で
す
。
今
回
は
15
名
が
参

加
し
ま
し
た
。
研
修
で
は
、
最
近
の
医
療
・
看
護
の
情
勢

の
講
義
、
医
療
機
器
の
操
作
、
採
血
な
ど
の
実
技
を
行
い

ま
し
た
。

　参
加
者
か
ら
は
「
自
分
が
働
い
て
い
た
時
と
現
在
と
違

う
こ
と
が
あ
り
、
現
場
を
知
る
よ
い
機
会
と
な
り
満
足
で

き
た
。」「
長
い
ブ
ラ
ン
ク
が
あ
り
不
安
が
大
き
か
っ
た
が
、

参
加
し
て
良
か
っ
た
。」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

県
警
ヘ
リ
に
よ
る
夜
間
離
着

陸
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た

　12
月
11
日
に
県
警
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に

よ
る
夜
間
離
着
陸
訓
練
を
実
施
し
ま
し

た
。
こ
の
訓
練
は
、
大
規
模
災
害
や
山

岳
遭
難
を
想
定
し
た
も
の
で
、
病
院
到

着
が
夜
間
で
の
患
者
受
け
入
れ
手
順
を

確
認
し
ま
し
た
。

　今
回
の
訓
練
は
、
当
院
ヘ
リ
ポ
ー
ト

が
整
備
さ
れ
た
2
0
1
5
年
12
月
以
来

と
な
り
ま
す
。

　日
没
後
の
17
時
過
ぎ
に
県
警
ヘ
リ
が

当
院
ヘ
リ
ポ
ー
ト
に
2
回
着
陸
し
、
2

回
目
の
着
陸
後
に
は
当
院
医
師
や
看
護

師
等
が
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
で
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
の
機
体
か
ら
患
者
を
引
き
受
け
る

手
順
を
確
認
し
ま
し
た
。

山
崎
直
木
先
生
よ
り
顕
微
鏡
を

　
　寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

　千
曲
市
医
師
会
の
山
崎
直
木
先
生
よ

り
、
オ
リ
ン
パ
ス
社
製
顕
微
鏡
を
寄
贈

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　当
院
検
査
室
で
は
、
様
々
な
検
体
の

検
査
を
行
っ
て
お
り
、
顕
微
鏡
の
重
要

性
は
よ
り
高
ま
る
一
方
で
す
。
そ
の
よ

う
な
中
で
貴
重
な
顕
微
鏡
を
寄
贈
し
て

い
た
だ
き
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　今
回
寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た
顕
微
鏡

も
、
院
内
で
有
効
に
利
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
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新年のごあいさつ
特集 1　認知症　知っておきたい基礎知識 
特集 2　なぜ歯を磨かなければいけないのか
知っておきたい豆知識
治療食
みなさまからのご意見
医療人のコラム
トピックス
外来診療担当医表

南長野医療センター篠ノ井総合病院
ＪＡ長野厚生連

2
4
10
12
14
16
17
18
20

目次

月

長坂

柳沢 （呼）

穴山 ( 腎 )

峯村 （内分泌）

牛丸 ( 消 )

児玉 ( 消 )

横田 （内分泌） / 中牧 （血） 月 1

倉科 （膠）

田村 （腎）

小池

山川

長坂 / 千野

橋詰

宮本

北濱

秋田

本道

武田

曽根原

西村

木村

不妊症

北川

丸山

野村

山川

島

齊藤

予防接種

宮下

平山

杵渕

中沢

和食②/ 鶴田①

杵渕

永田 ・ 上野

永田

木藤

大坪

浅輪

田澤

下島

田中住

小野

下島

田中住

浦野 （特診）

大村

柴田

横井

火

千野　　/ 駒津 （内分泌）

松尾 （呼）

中村 （腎）

横田 （内分泌）

牛丸 ( 消 )

鎌倉 （消）

山口 （内分泌）

田中 （膠）

和田　　/ 飯村　

鈴木貞①/ 後藤

穗苅 / 菅谷

山川 （漢方外来）

青木

矢彦沢

小塚

名倉 / 酒井

池野

五明

北濱

西村

加藤

曽根原

松岡

本道

不妊症

外立

北川

信大

大島

諸橋

中村

伊藤

慢性外来

外間

交代制

鈴木

和食

鈴木

永田 ・ 上野

　

木藤 / 岡田

大坪

浅輪

田澤

専門外来

安村

浦野

小野

もの忘れ外来

柴田

横井

信大

水

上野 （呼）

牧野 （腎）

峯村 （内分泌）

三枝 （消）

倉石

柴田 （内分泌）

長沢 （腎）

三木

鈴木慶

山川 （漢方外来）

松尾

丸山

小塚

宮本

五明

秋田

岡田

武田

1 か月健診

本道

加藤

松岡

木村

丸山

外立

信大

橋爪

野村

丸山

諸橋

中村

島

乳児健診

慢性外来

村田

黒岩

和食

信大

永田 ・ 上野

　

岡田

木藤

大坪

交代制

上野

浦野

田中知

上野

浦野 ( 特診 )

もの忘れ外来

柴田

横井

木

長坂

柳沢 （呼）

中村 （腎）

横田 （内分泌）

吉田 （神）

児玉 （消）

山口 （内分泌）

安村 （膠）

田村 （腎）

鈴木慶②④/ 山川①③⑤

鈴木慶①③⑤/ 三木②④

鈴木

小塚

池野

宮本

五明

加藤

西村

武田

松岡

木村

丸山

野村

大島

笠間

丸山

諸橋

島

齊藤

慢性外来

宮下

交代制

杵渕

中沢

杵渕

中沢

永田 ・ 上野

　

木藤

大坪 / 大学 ( 月 1）

浅輪

田澤

小川

浦野

倉科

小川

石井

林

大村

柴田

横井

金

髙橋 （神内）

堀内 （呼）

牧野 （腎）

内分泌特診

三枝 （消）

鎌倉 （消）

横山　　/ 倉石

鈴木貞 （膠）    / 山内 （内分泌）       　　

大岩 （内分泌）　　

牛澤①③⑤/ 小池②④

後藤①③⑤/ 山川②④

青木

神﨑

小塚

池野

北濱 / 宮本

秋田

岡田

本道 / 曽根原

加藤

武田

－

木村

不妊症

北川

外立

信大

中村

山川

伊藤

慢性外来

外間

平山

杵渕 / 中沢

鈴木

（和食）

杵渕 / 中沢

鈴木

永田 ・ 上野

永田

木藤 / 岡田

大坪

ﾚｰｻﾞｰ

浅輪

田澤

専門外来

　原

浦野

小野

鈴木貞

中村

原

柴田

横井

　　　　　　　　　

土

長坂

齋藤 （血液）

信大

一瀬 （総）

交代制

池野

五明

交代制

西村

曽根原

武田

－

本道

－

外立

野村

大島

交代制

諸橋

齊藤

伊藤

交代制

交代制

信大

専門外来

柴田

横井

診療科

総合診療科

禁煙外来

睡眠呼吸センター

呼吸器外科

循環器内科

心臓血管外科

外科

産科

婦人科

整形外科

内科

スポーツ疾患関節治療センター

小児科

脳神経外科

泌尿器科

眼科

皮膚科

形成外科

耳鼻咽喉科

リウマチ ・

膠原病センター

心療内科

口腔外科

Ⅰ

Ⅱ

Ⅰ

Ⅱ

午後

午後

午後

午後

午前

午後

午前

午前

午前

午後

午後

午後

午前

午前

午後

午前

午後

午前

午後

午後

紹

紹

紹

紹

紹

紹

紹

新新

新

新

予

予

予

予 予 予 予

予

予

予

予

予

新予 新予

予

予

予

予 紹予 紹予

予

紹予 紹予 紹予

予

予

予

予

予

予

予 予

予

予

予

予

前 後

前 後

前 後

後

前 後

後

受付 10:30 まで 受付 10:30 まで 受付 10:30 まで

②

②

③⑤

③⑤

④

Minami Nagano Medical Center, Shinonoi General Hospital

136
ご自由にお持ち下さい

平成 31 年 1月発行

当院では、 初診時に他の医療機関からの診療情報提供書 （紹介状） をお持ちで無い患者さんから選定療養費 5,400 円 （税込） を頂いております。

初診の際はできるだけ診療情報提供書をお持ちください。

2019 年 1 月 1日現在
（担当医表は予告なく変更することがあります）

●受付時間：8時 00 分～ 11 時 30 分
●休診日：毎月第 2･3･5 土曜日、日曜日 , 祝日、年末年始等
　　　　　詳しくは診療日カレンダーをご覧ください。
●予約・紹介状がないと受診できない診療科があります。
　詳しくは各外来にお問い合わせ下さい。
●救急患者さんにつきましてはこの限りではありません。

数字：週紹 ：初診時に医療機関からの診療情報提供書（紹介状）が必要です、 新 ：新患、 前 ：午前、 後 ：午後：予約制、予


